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上
和
田
町
の
校
舎
か
ら
乗
附
の
現
在
の
校
舎

に
移
転
し
て
半
世
紀
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
移

転
当
時
に
在
学
し
て
お
り
ま
し
た
先
輩
諸
兄
有

志
が
、
移
転
五
O
周
年
を
記
念
し
て
、
応
援
歌

と
し
て
又
一
時
は
校
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て

お
り
ま
す
翠
轡
の
歌
碑
を
建
立
、
平
成
元
年
五

月
二
O
日
に
、
歌
碑
の
除
幕
式
が
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

本
校
は
明
治
三
O
年

（
一
八
九
七
）
に
創
立

さ
れ
、
群
馬
県
尋
常
中
学
校
群
馬
分
校
と
し
て

赤
坂
町
の
長
松
寺
本
堂
を
仮
校
舎
と
し
て
ス
タ

ー
ト
、
翌
年
の
明
治
コ
二
年

（
一八
九
八
）
上

和
田
町
に
二
階
建
校
舎
が
落
成
し
こ
こ
に
移
転

し
ま
し
た

。

そ
の
当
時
在
学
し
て
お
り
ま
し
た

三
八
期
か
ら
四
二
期
迄
の
諸
兄
が
昭
和

一
三
年

一
二
月
二
八
日
、
浅
間
下
ろ
し
の
吹
き
す
さ
ぶ

中
を
乗
附
の
新
校
舎
へ
机
を
担
ぎ
、
校
且
一
ハ
を
担

っ
て
移
転
し
て
か
ら
、
昨
年
で
丁
度
五
O
年
の

歳
月
が
過
、
ぎ
去
り
ま
し
た。

激
動
の
半
世
紀
の
流
れ
の
中
で
多
く
の
先
輩

諸
兄
が
大
戦
の
嵐
の
犠
牲
と
な
り
、
又
日
本
の

再
建
に
最
大
の
努
力
を
し
た
年
代
の
先
輩
方
の

当
時
の
在
校
生
有
志
が
、
移
転
五O
周
年
を
機

会
に
、
記
念
に
何
か
を
残
そ
う
と
、
昨
年
の
暮

れ
に
高
中
校
舎
移
転
五
O
周
年
記
念
行
事
委
員

会
が
、
三
八
期
の
重
田
精

一
氏
を
委
員
長
に
組

織
さ
れ
発
足
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、

翠
轡
歌
碑
の
建
立
が
決
ま
り
、
そ
の
除
幕
式
が

行
な
わ
れ
た
次
第
で
す
。

除
幕
式
は
五
月
二
O
日
の
午
後
挙
行
さ
れ
、

先
輩
多
数
が
列
席
さ
れ
て
、
、
喜
美
侯
部
啓
吾
氏

（四
一
期
）
の
司
会
で
始
ま
り
、
小
山
稽

一
氏

（四
二
期
）
の
挨
拶
が
あ
り
、
各
期
代
表
の
立

ち
会
い
で
除
幕
式
を
行
い
、
記
念
行
事
委
員
長

の
重
田
氏
よ
り
、
歌
碑
建
立
ま
で
の
経
過
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

柴
山
同
窓
会
長
、
学
校
長
の

祝
辞
の
後
、
永
井
石
材
店
主
、
中
曽
根
信
雄
氏

（三
九
期
・
画
家
）
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、

参
会
者
全
員
で
高
ら
か
に
校
歌
と
応
援
歌
翠
轡

の
大
合
唱
を
行
い
応
援
部
が
エ
l

ル
を
お
く
り
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

建
立
さ
れ
ま
し
た
翠
轡
歌
碑
は
横
約
三
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の

三
波
石
の
表
裏

に
御
影
石
を
依
め
込
み
、
表
に
は
「
翠
轡
」
の

一

番
の
歌
詞
が
刻
ま
れ
、
そ

の
周
り
に
は
先
輩
画

家
の
中
曽
根
信
雄
氏
の
筆
で
、
榛
名
の
山
河
が

描
か
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
建

立
の
趣
旨
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

母
校
群
馬
県
立
高
崎
高
等
学

校
は
昭
和

一
三
年

一
二
月
上
和

田
台
上
の
旧
校
舎
よ
り
こ
の
地

に
移
転
当
時
の
在
校
生
は
寒

風
の
中
、
机
な
ど
を
運
び
移
転

作
業
に
従
事
昭
和

一
四
年

一

月
よ
り
新
し
い
学
舎
で
の
生
活

が
始
ま
る

以
来
星
霜
う
つ
り
五

O
年

の
歳
月
を
経
過
し
昭
和
六
十

四
年
時
あ
た
か
も
昭
和
の
終

罵
と
な
り
新
し
い
平
成
の
年

を
迎
う
移
転
当
時
の
在
校
生

相
集
い
相
計
り
て
汗
と
涙
の

青
春
血
潮
ぞ
た
ぎ
る
若
き
日

の
思
い
を
偲
ぴ
つ
っ
こ
れ
を
建

つ
平
成
元
年
五
月
二
O
日

第
三
八
回

第
三
九
回

第
四
O
回

第
四

一
回

第
四
二
回

主
業
生
有
志一同

と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昭
和

一
四
年
か
ら
昭

和

一
八
年
に
卒
業
の
諸
先
輩
は
太
平
洋
戦
争
の

真
只
中
、
そ
の
青
春
の
血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
、
戦

争
に
明
け
暮
れ
し
、
尊
い
若
い
生
命
を
捧
げ
た

人
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。

移
転
当
時
か
ら
現
在
ま
で
残
っ

て
い
る
建
物

は
、
講
堂
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

そ

の
他
は
、
校
門
か
ら
続
い
て
い
る
銀
杏
並
木
が
、

上
和
田
校
舎
の
正
門
前
か
ら
移
植
し
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。

翠
轡
の
記
念
碑
は
講
堂
の
前
の
3
F

の
池
の

横
の
校
舎
の
聞
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
御
来
校

の
折
に
は
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

（事
務
局
・
富
田
裕
二
・
四
九
回
）
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朝
早
俗
体
育
会
と
い
う
名
の
何
と
懐
し
い
名
で
私
は
修
業
の
初
め
か
ら

「
基本
を
忠
実
に
学

あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
高
々
同
窓
生
で
あ
る
事

ぶ
」事
、
「
他
の
人
よ
り
も
二
倍
も
三
倍
も
練
習

を
生
活
の
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
思
す
る
」
よ
う
な
気
持
で
修
練
し
ま
し
た

。

何
せ

師
・
先
輩
・
後
輩
の
方
々
の
各
界
各
層
に
わ
た
身
長
は
凹
尺
八
寸
五
分

（約
一四
七
m
）、
体
重
は

る
活
邸
の
跡
や
現
況
を
思
う

時
、
感
謝
と
誇
り
十
五

日

（約
五
六
同
）
で
、
同
級
生
で
も
ピ
リ
か

で
一
杯
で
す
。

ら

二
番
目
の
チ
ビ
で
し
た
。

だ
か
ら
大
男
ぞ
ろ

尚
又
、
開
平
総
体
育
会
報
の
各
号
を
通
覧
し
ま
い
の
選
手
の
中
で
大
変
苦
労
し
ま
し
た。

す
時
、
役
員
の
皆
械
の
御
活
脱
に
心
か
ら
敬
意
特
に
努
力
し
た
の
は
、
「
負
け
て
考
え
」
「
勝

を
表
し
ま
す
。

更
に

、

庇
代
の
同
窓
会
長
さ
ん

つ

て
考
え
」
「
人
の
技
を
見
て
考
え
」
る
事
で
し

の
御
功
絡
や
母
校
愛
に
対
し
て

心
か
ら
感
謝
致

た
。

「
ど
こ
が
良
か
っ
た
か
」
「
ど
こ
が
悪
か
っ

し
ま
す
。
た
か
」
を
考
え
、
自
分
の
不

利
な
点
・

欠
点
を

さ
て

、
私
の
柔
道
歴
・
ス
ポ
ー

ツ
歴
の
一
端
見
出
し

、
直
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

又
、

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
年
卒
業
ま
で
の
高
「
人
の
良
い
点
」
を
学
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た

。

中
の
五
年
間
は
柔
道
に
明
け
暮
れ
た
よ
う
な
も
之
は
自
分

が
小
さ
く
て

非
力
だ
っ
た
か
ら
だ
と

の
で
し
た
。

修
練
は
き
び
し
く
て
苦
し
い
毎
日
思
い
ま
す

。

で
し
た
が
、
後
で
思
い
出

せ
ば
之
が
私
の
人
生
こ
ん
な
風
に
修
業
し
て
い
た

凶
年
生
の
時

、

に
色
々

と
為
に
な
り
、
力
に
な
り
ま
し
た
。

も
ひ
ど
い
ス
ラ
ン
プ
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
あ
り

つ

と
も
勉
強
の
方
は
、
後
か
ら
追
い

つ
き
追
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

連
戦
連
勝
だ
っ
た
技
が
さ
つ

越
せ
の
苦
労
の
五
年
間
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ば
り
か
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

ま
す
。

そ
の
時
回
中
良
三
先
生
は
、
「
じ
っ

と
我
慢
し
て
、

密翠

納
得
い
く
ま
で
修
練
し
頑
帰
れ
」
と
励
ま
して

く
れ
ま
し
た

。

そ
の
言
葉
に
従

っ

て
修
純
し
ま

し
た
。

こ
の
我
慢
が
効
を
奏
す
る
迄
に
は
半
年

も
か
か
り
ま
し
た

。

私
は
、
こ
の
時
、
ど
ん
な

苦
し
い
時
も
じ
っ

と
我
似
を
す
れ
ば
道
が
ひ
ら

け
る
と
、
我
慢
を
す
る
事
を
党
え
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て

、

こ
の
四
年
の
努
力

は
目
を
み
は
る
よ

う
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

之
も
修
業
の
御
山
陰
で

す
が

、

あ
く
ま
で
本
人
は
屯
我
山
少中
で
や
っ
た

こ
と
で
す
。

も
う

一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
0

．
か
年
の
時
で
し
た
が
、
凶
中
先
生
に

つ
れ
ら
れ

て
夏
休
み
の
三
週
間
く
ら

い
、
東
京
市
師

で
修

業
さ
せ
て
間
引
き
ま
し
た
。

当
時
日
本
一
の
水
岡

秀
一
先
生
と
高
仰
の
教
般
の
大
先
生
を
始
め
、

日
本
中
か
ら
集

っ

た
秀
才
逮
と
の
合
同
練
習
と

講
習
で
し
た
。

便
所
へ
入
つ
で
も

版
が
立
た
な

い
く
ら
い
の
旅
行
苦
行
で
、
之
に
は
全
く
ま
い

り
ま
し
た

。

後
々
ま
で
身
に
し
み
で
誌
に
な
り

ま
し
た

。

御
路
線
で
自
惚
れ
て
は
い
け
な
い
と

陪
り
、
「
謙
虚
」
で
ある
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

上
に
は
上
が
あ
る
も
の
だ
と

知
り
ま
し
た
。

こ

れ
は
人
生
の
教
訓
で
し
た
。

社
会
人
と
な
っ
て
の
点
京
時
代
、
伯
い
と
人

に
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
は

強
さ
よ
り
技
の

き
れ
が
よ
か

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

技
の
き

れ
に
つ
い
て
は
自

他
共
に
認
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た

。

し
か
し
強
敵
は
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

実
は
パ
ス
ケ
y

卜

の
消
水
貞
保
先
生
は
同

級
生
だ
が
「
羽
鳥
君
を

一
回
投
げ
た
の
は
俺
だ

け
だ
よ
」
と
同
窓
会
で
顔
を
合
わ
せ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

こ
れ
に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

懐

し
い
同
級
生
で
す
。

山
コ
正
三
郎
君
と
は
机
が
隣
の
同
級
生
な
の

で
、
A
7な
お

時
々
チ
ャ
チ
ャ
を
・
人
れ
ら
れ
ま
す

。

サ
の
お
を

知
っ
て
い
る
の
で
、
之
日
米
一
政
が
ト

し
が

り
ま
せ
ん
。

日
道
や
ボ
l

卜

で
県
体
協
で
も
活

脱
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で

、
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ

ー

ト
は

郵
政
省
聞
い
初
保
険
局
で
す。

こ
こ
に
柔
道
部
が

開
設
さ
れ
三
百
余
人
の
中
か
ら

三
人
の
助
教
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
天
下

一
流
の
半
回

投
防
呂
先
生

・
水
間
秀

一
先
生
直
々
の
御
指
導

を
賜
っ

た
こ
と
は
生
波
の
良
い
経
験
で
し
た
0

1
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こ
の
時
代
、

柔
道
と

苦
学
の
両
立
時
代
の
難

行
苦
行
を
や
り
過
せ
た
の
も
柔
道
で
鍛
え
た
頑

張
り
精
神
と
体
力
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

勤
め

と
苦
山一子
と

柔
道
と
、
三
本
も
四
本
も
重
ね
合
せ

た
八

年
間
の
東
京
時
代
を
頑
張
り

通
せ
た
の
は

一
重
に
柔
道
の
御
蔭
で
す。

昭
和
十
四
年
に
理
研
に
再
就
職
し
、
前
橋
の

軍
需
工
場
に
勤
め
ま
し
た
。

戦
争
の
後
半
に
は

人
員
も

一
万
人
と
ふ
く
れ
上
が
り
、
国
家
総
動

員
法
に
よ
り
雑
多
な
人
聞
が
増え
て
来
ま
し
た
。

工
場
長
の
委
嘱
を
受
け

て
訓
練
の
た
め
、
こ
こ

で
も

又
柔
道
場
を
開
設
し
ま
し
た
。

業
務
と
訓

練
と
二
重
苦
を
経
験
し
ま
し
た
が
、三
百
人
を

越
す
人
聞
を
鍛
え
た
の
も
良
い
経
験
で
し
た。

戦
後
G
H
Q

の
武
道
差
止
め
の
た
め
一
時
期

休
み
ま
し
た
。

こ
の
間
理
研
を
去
り
、
現
在
の

会
社
を
お
こ
し
ま
し
た
。

創
業
十
五
年
を
経
た

昭
和
三
十
八
年
石
井
前
橋
市
長
さ
ん
の
後
を
う

け
て
市
の
体
育
協
会
長
や
ら
県
陸
協
の
副
会
長

に
推
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
県
陸
協
の
会
長
は
中

曽
恨
康
弘
さ
ん

（第
三
十
六
回
）
で
総
理
大
臣

に
な
る
ま
で
就
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
の
体
育
協
会
に
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は

、

四
代
田
県
体
協
会
長
の
浜
名
一
男
先
生

（第
二
十

一
回
）
の
時
で
す
。

浜
名
会
長
さ
ん

は
あ
か
ぎ
五
十
八
団
体
に
情
熱
を
燃
や
し
、
大

成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

私
は
副
会
長
と
し
て

補
佐
し
ま
し
た
。

五
代
目
関
口
会
長
の
後
を
う

け
て
、
六
代
目
会
長
と
な
り
、
一
期二
年
、
大

過
な
く
職
務
を
全
う
し
、
A
7は
名
誉
会
長
と
し

て
皆
さ
ん
の
活
躍
を
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。

加
盟
競
技
団
体
が
六
十
五
と
い
う
尼
大
な
組

織
の
県
体
協
の
運
営
は
仲
々
大
変
で
す。
只
今

は
副
会
長
に
小
山
稽

一
さ
ん

（第
四
十
て
回
）

が
迎
え
ら
れ
、
大
変
心
強
い
次
第
で
す
。

そ
の
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他
ス
キ
l

連
盟
の
会
長
の
山
本
富
雄
先
生
（
第

四
十
五
回
）
、カ
ヌ

l

の
橋
爪
和
夫
先
生

（第
四

十
九
回
）
、ラ
グ
ビ
ー

の
須
永
誠
一
さ
ん

（第
三

十

一
回
）、
バ
ス
ケ
ッ
ト

で
群
大
教
授
の
鈴
木
武

文
先
生
（
第
五
十
一
回
）
を
始
め

、
教
育
行
政

の
要
と
し
て

菊
地
俊
二
体
育
課
長
（
第
五十
二

回
）、
前
任
の
中
山
尚
郎
さ
ん

（第
四
十
回
）
、
関

口
登
さ
ん
（第
四
十
六
回

）
等
々
大
勢
の
方
々

が
活
路
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
団
体
大
勢
の
方
々
の
御
協
力
に
よ
っ
て
、

私
の
在
任
中
に
あ
か
ぎ
国
体
以
後
後
退
を
続
け

て
い
た
国
体
の
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た

の
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

二
十
位
ま
で
後
退

し
た
の
を
、
沖
縄

（四
十

一
回
）
で
十
四
位
叶

京
都
（
四
十
二
回
）
で
八
位
と
上
昇
出
来
て
幸

運
で
し
た
。

私
は
卒
業
以
来
母
校
に
対
し
て
直
接
に
は
何

の
お
役
に
も
立
て
な
か

っ
た
事
を
申
し

訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
母
校
で
学
ん
だ

事
、
持
に
柔
道
部
で
学
び
鍛
え
ら
れ
た
事
が
そ

の
後
の
実
人
生
の
大
き
な
支
え
と
な
り
、
私
を

生
か
し
て
く
れ
た
事
を
有
難
く
思

っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
直
接
母
校
の
た
め
に

お
役
に
立
て
な

か
っ
た
分
、
後
年
県
ス
ポ
ー

ツ
界
へ
恩
返
し
を

す
る
よ
う
な
気
持
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
事
を
、
母
校
高
々
の
同
窓
の
一
員
と
し
て

い
さ
さ
か
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
も
今
年
は
七
十
七
才
の
喜
寿
の
祝
い
を
し

ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
「
お
元
気
で
す
ね
、
柔

道
の
御
蔭
で
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

私
は
「
い
や
い
や
、
多
少
は
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
年
に
応
じ
た
健
康
管
理
の

た
ま
も
の
で

す
よ
」
と
言
い
ま
す
。

「
寝
だ
め

と
食
い
だ

め

は
出
来
ま
せ
ん
」
、
あ
る
日
思
い

つ
い
て
何
か
や
っ
た
っ

て
駄
目
で
す
。
毎
日
毎

自

の
健
康
管
理
を
し

っ
か
り
や
ら
な
く

て
は
い

け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、

い
つ
ま
で
も
お
役
に
立

て
る

よ
う
に
し

た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
、

文
武
両
道
を
実
践
し
て

い
る
頼
も
し
い
後
輩
遠
の
こ
と
な
ど
、
室
田
き

続

け
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ

き
ま
す
。

終
り
に
、
母
校
と
同
窓
会
並
び
に
翠
轡
体
育

会
の
益
々
の
御
活
路
と
一
層
の
御
発
展
を
祈
念

い
た
し

ま

し
て

、
っ
た
な
い
一
文
を
終
り
ま
す
。

（却
回
・

柔
道
部
）

「，

翠
密
体
育
会
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；
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藤
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・

パ
レ
l

部
）
一

監
査

丸
山
功

一

（印
回
・
応
援
部
）
－

監

査

虞
田
誠
四

郎

（臼
回
・

陸
上
部
）

一

一
一

一

一
円

一

一
一

考
一
一

一
・

－

一

一
i
l

－
－

一
今W
A
－

－

－備
一

一

一
団
’

e

－
S
関
『

E

l
i

l

l

1
1
1
1

1

4l
i
l

－

－

”

－
l
i

－

－
A
U

ハ
U
A
U

A
U
A
q

－
8

性
一

－
－

－
9
b

ヮ
“

q
d

n
u

勾
t

－
4
吐

－

二
の

一額
一J
J
J
J
J

一
j

一

一

一

－

一
点
V

つ
ゐ

q
d
n
v

ヮ
“

－

n
v
一

－

－

－
。
。

A

斗

O
O

A
U

ヴ
t

－
n
ヨ

一

一出
一金
一
8
2

1

1

一
A
一

－
三
「
」
別
刷汁
判
判
配
叫」

一

勾

一

一
目
一
簿

ル
成
阿
役

一
計

一

一

一

一名
刷
会

ゴ
助
制

・
議

一

一

一

一
項

一員
親

会
開
事

一
合
一

一
一
二封
印
総
制
対
朝
理
一
会一t
一
畑一

TH
H
M
H

哨H
M
M
M

噌H
H
H
H
H
M
M

M
H
H
H
H
H
H
H
H
M
M
H
H
H
H
H
H
H
H
H噌H
H
M

』

n
u

－

－
一

一

部

度

賢

一

一4
－

一

一
考

一

1

、
年

会

一

一
辺
国

一

一

一
か

度
元

フ

一

一
！

一
一

備

一

刈

年
成

ル

一

一

一
一
向

一

ル

M
h

引
一

二
回
同e

一部
下
↓
i
l
l

－
－

ド

ド
ト
ト
工
残

一

一
一
一
臼
∞
∞
∞
お

一
目
的一
引

，

一
の
一額

一
J
J
J
J
J

一
J

一
差
a

－
－

－
1
A

「D
1
A

A
U
P

U

－
内d

－
－

ー

；

-
-

-

-
FUn

-

Ru

nu

q
d
-
4
- 

一
一入
一
金
一3
2
I
B

－
－
J
一

一
『M且
T
I
L
I

－
－
I
l
l
i

－
－

l
i
l
－
－
I
l

l
i
－

－

下
I
L

－

－4

一
一
金
貸
賞

金
入

一
一

二

一目

一
＝

一
計
一

一

一

一
位
会
川
成
収
一

一

一

一項
一

章
一
合

一

一

一

一
繰
年

総

助
雑

一
一

F
－
m
’
e
a
－－

B
．，
，

，
．
T
．
、...
.. 
0・3
E
・’
a’
’
町o
a－
－
・：
’
’
’

S
E
a
．
，
，.. 
、．
・・
！
・
・



(4) 第 11 号

特

寄

稿

5J1J 

育体講話
与ム4

昭
和
二
十
六
年
四
月
、
私
は
伝
統

あ
る
高

崎

高
等
学
校
に
入
学
が
か
な
い
、
即
水
泳
部
に
入

部
い
た
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
時
代
は
貯
球
部
に
在
籍
し
、
毎

日
が
野
球
の
明
け
暮
れ
で
し
た
。

そ
の
頃

、

私

の
兄
が
水
泳
選
手
で
、
休
み
の
時
は
近
く
の
鳥

川
で
い
つ
も
一
緒
に
泳
い
で
お
り
ま
し
た

。

た

ま
た
ま
中

学
二
年
生
の
夏
、
水
泳
部
員
が
不
足

し
て
い

る
の
で
Jピ
ン
チ
ヒ
y

タ
ー
で
水
泳
の
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

と
こ

ろ
が
そ
の

時
の
記

録
が
何
と
児
童
新
記
録
だ

っ
た
の
で
す
。

今
回
心

え
ば
、
こ
の
時
の
快
感
が
水
泳
に
対
す
る

情
熱

を
穿
生
え
さ
せ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

私
は
野
球
部
も

き
っ
ぱ

り
と
や

め
、
水
泳
部

に
正
式
に
入
部
し
ま
し
た
。

中
υ

一
千
三年
生
の
時
、

翠

水
泳
で
学
ん

メ
ル
ボ
ル

ン

オ
リ
ン

ピ

ッ
ク

代
表

：重三
J同

初
め
て
中
学
生
の
県
外
大
会
が
認
め
ら
れ

、
第

一
回
全
国
中
学
水
泳
大
会
が
神
宮
プ
l

ル
で
開

催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

私
も
選
ば
れ

て
代
表
選
手
に
な
り
ま

し
た
。

あ
こ
が
れ
の

村

宮
プ
｜

ル
で
泳
げ
る
と
大
い
に
張
り
切
っ

て
上

京
し
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
水
不
足
で
神
宮

プ
｜
ル

は
使
え
ず
、
阿
佐
ケ
谷
に
あ
る

中
央
大

学
の
プ
ー

ル
に
変
更
に
な
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
一
O
O
m
の
自
由
形
に
出
場
し
て
予
選
を

通
過
、
決
勝
で
は
第
二
位
に
入
賞
し
て
天
野
文

部
大
臣
賞

の
銀
色
の
賞
状
を
頂
き
、

び
っ
く
り

し
て
帰
っ

て
来
ま
し
た
。

そ
の
秋
の
シ
ー
ス
ノ
オ
フ
に
高
々

の
水
泳
部

の
顧
問
矢
由
一
印
刷
先
生
と
主
将

の
平
野
忠
先
詑

（

背
泳
）
が
私
の
所
に
尋
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

「
高
々
に

0

ア

ー
ル
が
出
来
た
ん
だ

。
一
生
懸
命

勉
強
し
て
高
々
を
受
験
し

、

も
し
入
学
で
き
た

ら

水
泳
部
に
入
部
し
な
い
か
。

君
は
葉
町
が
あ

る
。

将
来
高
校
を
卒
業
し
、
大
学
に
進
学
し
、

水
泳
を
続
け
る
よ
う
な
場
合
に
も

、

高
々
で

勉

学
に
励
み
、
練
習
す
れ
ば
必
ず
素
質
が
生
か
せ

る
。

」
と
お
っ
し

ゃ

ら
れ
て
お
帰
り
に
な
ら
れ
ま

し

た
。

こ
の
事
が
き
っ
か
け
で
、
高
崎
高
等
学

校
を
受
験
し
、
入
学
が
か
な
っ
た
わ

け
で
す
。

こ
の
時
代
、
日
本
は
世
界
の
水
泳
王
国
で
し

た
。

古
紙
・
枠
制
爪
等
の
名
選
手
が
生
ま
れ
、
一
泳

だ

ιー

と

水

健

（日
回

・

水
泳
部
）

ぐ
た
び
に

世
界
記
録
を
更
新
し
て

世

界
を
驚
か

せ
て
い
ま
し
た

。

丁
度
そ
の
頃
私
は
高
々
に
入

学
し

、

私
の
本
当
の
水
泳
の
基
礎
が
始
ま
っ
た

わ
け
で
す
。

矢
島
明
先
生
は
と
て
も
熱
心
で
、

指
導
も
き
び
し
く
、
私
の
体
力
で
は
全
く
練
習

立
は
消
化
で
き
ず
、

プ
ー

ル
か
ら

一
人
で
は
上

が
る
こ
と
が
で
き
な

い
程
毎
日
鍛
え

句、
れ
ま
し

み
た。

一
年
目
の
夏
は
全
く
無
我
夢
中

で
泳
、
ぎ
ま
し

た
。

途
中
で
足
の
筋
肉
が
ひ
き
つ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
休
ま
せ
ず
泳
、
き
続
け

さ
せ
ら
れ
ま
し
た

。

本
当
に
指
導
は
き
び
し
く

、

そ
の
日

の
練
習
量
を
消
化
す
る
ま
で
妥
協
は

一

切
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
う
な

る
と

、
先
生
と

自
分
と

水
と
の

戦
い
で
す
。

「
自
分
自
身
の
こ

と
だ
。

自
分
の
弱
気
な
怠
け

心
に
勝
っ
て
、
水

の
中
が
苦
し
く
て
も

好
き
に
な
ら
な
け
れ
ば
泳

ぎ
は

強
く
な
れ
な
い

。

」
と
自
党
し

、
練
習
に
耐

え
ま
し
た

。

こ
う
し
て
一
年
の
夏
で
基
礎

体
力
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た

。

翌
二
年
生
の
夏
に
は
関
東

選
手
権
で
優
勝
し
、
東
日
本
選
手
権
で
二
位
の

成
績
を
上
げ
ま
し
た
。
三
年
生
の
時
に
は

関
東

高
校
は
も
ち
ろ
ん
東

日
本
高
校
選
手
権
大
会
で

も
優
勝
し
ま
し
た
。

又
、

全
国
高
校
選
手
権
大

会
で
も
三
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

一
昭
和
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年1
平
成
元
年

一
高
々
運
動
部
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状
況

一
O
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一
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収
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収
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

し



育

矢
島
明
先
生
に
大
へ
ん
喜
ん
で
頂
け
た
こ
と
、

緒
に
遠
征
し
て
極
々
様
々
な
こ
と
を
教
え
て

頂
い
た
の
が
、
ま

る
で
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に

本
当
に
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
同

期
の
水
泳
部
の
仲
間
の
地
凶
・

名
越

・

脊
柳

恨
岸
の
諸
君
、
又
、
後
輩
の
新
（
〈
口

・

真
島

・

柴

山

・

成
田
君
等
の
お
蔭
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す

。

そ
し
て
い
よ
い
よ
卒
業
の
年
が
来
ま
し
た
。

私
は
就
職
し
て
社
会
人
の
一
員
に
な
ろ
う
か
ど

う
し
よ
う
か
と
、
再
び
矢
島
先
生
に
相
談
に
行

き
ま
し
た

。

先
生
は
、
「
何
も
心
配
せ
ず
に
大

学
に
進
学
し
、
己
を
磨
き
、

水
泳
を
続
け
て
一

流
に
な
る
ん
だ
。
」と
お

っ
し
ゃ

り
、
「
立
教
大

学
を
選
び
受
験
し
な
さ
い
。

」
と
す
す
め
て
下
さ

い
ま
し
た

。

後
で
そ
の
当
時
の
進
路
選
択
に

つ

い
て

聞
き
知
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
は
考
え
に

考
え
て
私
を
進
学
さ
せ
た
の
で
し
た
。

幸
い
立
教
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
に
入
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
早

速
に
ホ
泳

部
に
入
部
し
ま
し
た
。

合
宿
所
に
入
居
し
新
人

の
け
事
を
こ
な
し
ま
し
た
。

剖
当
て
ら
れ
た
部

屋
の
掃
除
、
先
輩
の
段
々
な
物
の
沈
滞

・

桜
頓

な
ど
雑
用
の

一
切
で
す
。

高
校
時
代
に
想
像
も
し
な
か

っ

た
程
練
湾
沿

は
多
く

、

激
し
く
鍛
え
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た

。

そ
れ
で
も

同
期
の
仲
間

は
平
気
で
練
習
を
こ
な

し
て
行
き
ま
す

。

私
は
本
当
に
気
遅
れ
し
ま
し

た
。

し
か
し
、
高
々

時
代
だ
っ
て
苦
し
い
の
を

頑
張
っ
て
来
た
こ
と
を
思
い
出
し
頑
張
り
ま
し

た
。

自
分
自
身
を
信
じ
、
練
習
に
耐
え
、
自
分

の
弱
気
に
打
ち
勝
つ
こ
と
で
す
。

合
宿
生
活
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
も
な
く
、
高

崎
に
も
帰
ら
ず
、
て

二
年
の
オ
フ
は
、
神
間

Y
M
C
A

の
室
内
プ
l

ル
、
東
京
大
学
の
地
下

の
室
内
プ
l

ル
、
遠
出
し
て
伊
東
の
杭
水
プ
｜
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ル
と
株
沼
田
に
励
み
ま
し
た。

何
と
か
泳
げ
る
所

を
技
し
て

一
年
中
一
体
ぎ
ま
く
り
ま
し
た。
シ
ー

ス
ン

中
は
仲
間
違

と
の
練
習
の
他
に
、
夜
中
に

起
き
て
何
回
も
泳
、
ぎ
ま
した
。

三
年
生
の

ン
l
ス
ン
は

純
宵
の
効
来
が
山
で

来
ま
し
た
。

こ
の
年
は
ア
マ
チ

ュ
ア
選
手
に
と

っ
て
、
出
場
す
る
こ
と
が
夢
で
あ
る
最
高
峰
の

オ
リ
ン
ピ
y

ク
の
年
で
し
た
。

私
も
頑
探
り
ま

し
た
。

八
月
の
全
日
本
選
手
権
が
選
考
試
合
で

し
た
。

自
由
形
の

一
O
O
m
と

二
O
O
m
に
出

場
し

、

一
O
O
m
は
三
位
、
二
O
O
m
は
二
位

に
入
賞
し
ま
し
た

。

し
か
し
オ
リ
ノ
ピ
ッ
ク

出

場
参
加
記
録
に
遠
せ
ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手

に
な
れ
る
か
と
う
か
は

九
月
の
全
日

本
学
生
選

手
権
ま
で
は
刊
ち
起
し
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で

二
O
O
m

自
由
形
で

二
分
九
秒

八
を
出
し
、
参
考
記
録
を

0
・
ニ
秒
破
っ
て
オ
リ

’,, 
イ建

ン
ピ
y

ク

選
子
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
て

第
十
六
凶
メ
ル
ボ
ル
ン
オ
リ

ン
ヒ

y

ク
に

出
均
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す

。

本
当
に
よ
か
っ
た

と
実
感
で
き
た
の
は
、
試
合
後

二
、

ぺ
一日
過
ぎ

て
か
ら
で
し

た
。

私
の
索
引
を
兄

川
し
、
高
校
か
ら
大
学
ま
で

進
路
選
択
の
而
倒
を
見
て
い
た
だ
い
た
矢
島
明

先
生
に
は

心
か
ら
感
謝
し
、
本
当
に
有
如
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
心
小
泳
か
ら
ザ
ん
だ
こ
と
は
次
の
こ
と
で

－

。

「
何
事
も
目
的
を
持
っ
た
ら
最
後
ま
で

情
熱
を
持
ち

、
中
途
で
努
力
を
放
棄

せ
ず

、

自
分
自
身
の
弱
気
と
闘
い
続

け
て
旬
日

鍛
叫
す
る
な
ら
ば
、
必
ず

白
的
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
る
」

一
昭
和
田
年

1

平
成
元
年
一

一
高
々
運
動
部
活
動
状
況
一

一O
サ
ッ

カ
ー
部
一

一

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

一

一

・
高
々

2
1
2

高
商

（4
回
戦
）
一

一

（P
K
4
1
3

）

一

一
高
々

O

｜

1

藤
岡
準
々
決
勝

一

一

新
人
大
会

一
・
高
々

M
l
o

武
げ

（］
回
戦

）
一

一

・

高
々

5
1

1

制
．
内

（2
回
戦
二

一
・
高
々

l
｜

O

館
林

（3
回
戦
）

一

一

高
々

1
1

0

育
英
準
々
決
勝

一

一
一l
h
0
3
同
色
決

3

位

一

一
・
山
々

4
2

太
川

（4
凶
戦
）
一

一

・

日
々

O

｜

3

利
商

準
々
決
勝

一

一

選
手
院
大
会
・

凶
毛
地
区
代
表
決
定
戦

一

一

・
出
今

0
2

JH
川
尚

一

一
O
卓

球
部

一

一

イ

／
タ

l

ハ
イ
千
立

一

一

・

川
ル
作
戦
ベ
ス
ト

M

－

一

・
間
人
戦
山
川

ベ
ス
ト
同

一

一
新
人
大
会

一
川
一
体
似

ベ
ス
ト
8

一

一
・
個
人
戦
士
口
印

ベ
ス
ト
同

一

一

野
口

ベ
ス
ト
ロ

一
県
総
体

一

一
川
休
戦
ベ
ス
ト
同

一

一
ン
ユ
ニ
ア
予
選
（9
月
）

一

一
・
川
休
戦

ベ
ス
ト
8

一

一
・
個
人
戦
吉
田
ベ
ス
ト

8

一

「
j
el
－
－
1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1

し



第 11 号（6)

青
春
の
鮮

｜
｜

軟
式
庭
球
部
｜
｜

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
た
テ
ニ
ス

塚

育

野
球
少
年

で
あ
っ
た
私
が
テ
ニ
ス
に
出
合
っ

た
の
は
全
く
の
偶
然
か
ら
で
あ

っ
た
。

中
学

一

年
の
担
任
が
秋
庭
部
の
監
督
で
、
な
か
ば
強
制

的
に
入
部
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
が
入
学
し
た
昭
和
三
十
一
年
頃
の
高
々
運

動
部
は
活
気
に
溢
れ
て
い
た
。

野
球
部
、
ラ
グ

ビ
ー

郎
、
剣
道
部
等
は
県
下
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス

に
い
た
。

秋
庭
部
も
相
原

・

金
子
組
、
谷
口
・

佐
藤
組
、
小
川
・

内
藤
組
等
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ

や
国
体
に
出
場
し
活
脱
し
て
い
た

。
当
時
高
々

に
は
中
庭
に
狭
い
コ
l

卜

が

一
面
あ

っ
た
だ
け

だ
っ
た
。

有
力
な
選
手
は
官
岡崎
市
営
コ
l

ト
で

練
習
し
て
い
た
。

そ
こ
で
も
使
え
る
コ
l

卜
は

一
面
だ
け
だ
っ
た
。

同
級
生
に
神
戸
君
が
い
て

、

中
学
時
代
か
ら
目
立
っ
た
存
在
で
あ

っ
た
。

神

戸
・
島
田
組
は
二
年
生
か
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や

関
東
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

一二
十

一
年
か
ら

三
十
三
年
の
三
年
間
は
高
々
軟
庭
部
の
全
盛
時

代
だ
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

こ
の
頃
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
の
第

一
シ
ー
ド

は
ほ
と
ん
ど
高
々
ぺ
ア
が

し
め
て
い
た
の
で
あ
る

。

団
体
戦
に
於
て
も

連
続
優
勝
し
て
い
る
。

体密翠

越

章

司

（日
回

中
学
か
ら
の

ペ
ア
で
入
学
し
た
、
塚
越
・

堤

組
は
二
年
の
時
ベ
ス
ト
刊
に
な
り

、

浜
松
の
東

日
本
大
会
に
出
場
し
た
。

こ
の
時
の
試
合
は
ひ

ど
い
も
の
で
、
ボ

ー
ル
を
打

っ

た
と
い
う
記
憶

が
な
い
う
ち
に
負
け
て
い
た
。
顧
問
の
「
な
べ

さ
ん
」
は
浜
名
湖
の
う
な
ぎ
の
話
も
御
破
算
に

し
て
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
来
た
の
で
あ

っ
た
。

帰

り
の
電
車
は
な
か
な
か
高

附
に
着
か
な
か
っ
た
。

最
終
学
年
の
団
体
戦
は
ラ
イ
バ
ル
の

対
高
商

戦
に
快
勝
し
て

、
個
人
戦

と
と
も
に
伊
勢
市
で

行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
。

（監

督
は
下
山
政
古
口先
生
）
団
体
戦
は

一
回
戦
で
負

け
た
が

個
人
戦
で
は
四
回
戦
ま

で
進
む
こ
と
が

で
き
た
。
当
時
我
が
軟
庭
部
は
学
帽
を
か
ぶ
っ

て
試
合
を
や
っ
て
い
た
。

ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
そ
ろ

っ
て

い
る
の
は
学
帽
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し

そ
ん
な
ス
タ
イ
ル
で
試
合
を
や

っ
て
い
る
の

は

我
が
校
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
試
合
で
の

学
帽
は
や
め
た
の
で
あ
る

。
三
年
間
を
過
し
て

先
輩
逮
が
強
か

っ

た
の
で
比
較
的
楽
な
試
合
は

こ
び
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

伝
統
校
だ
っ
た

の
で
相
手
が
こ
ろ
ん
で
く
れ
た
の
で
あ
る
。

蛇
足
と
な
る
が
、
三
年
後
弟
も
剣
道
で
イ
ン
と
で
あ
っ
た

。

タ
｜
ハ
イ
に
出
場
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
の
次
の
団
体
優
勝
は
平
成
何
年
に
な
る
の

そ
の
後
も
峰

、
消
巣
、
丸
山
、
消
水
監
督
の
で

あ
ろ
う
か

。

現
役
諸
君
の

一
層
の
活
闘
を
願

下
で
六
、
七
組
の
個
人
戦
の
優
勝
ぺ
ア
を
出
し

っ

て
い
る
昔
の
少
年
逮
は
、
何
か
に
つ
け
母
校

て
い
る

。

し
か
し
イ
ン
タ

ー
ハ
イ

の
団
体
戦
山
山
に
熱
い
視
線
を
送
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る

。

場
か
ら
は
見
放
さ
れ

て

い
た
の
で
あ
る
。

も
う

私
に
と
っ
て
も
は
ず
み
で
始
め
た
テ
ニ
ス
が

一
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
団
体
戦
出
場
を
と
思

っ

三
十
年
以
上
続
け
る
結
果
と
な
り
、
多

く
の
友

て
コ
ー

チ
や
応
援
に
出
か
け
る
こ
と
十
数
年
、
人
遂
を
作
り
続
け
て
く
れ
て
い
る

。

つ
い
に
五
十
七
年
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
元
気
な
ら

、
あ
と

二
十
年
は
楽
し
め
そ
う
な

あ
る
。

私
達
の
出
場
か
ら
二
十
四
年
ぶ
り
の
こ
予
感
が
し
て
い

る
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
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一
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一
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コ
ー
ト
整
備
の
青
春

大

月

我
が
テ
ニ
ス
部
時
代
で

、

最
も
得
意
で
あ
っ

た
の
は

、
下
積
み
の

一
年
生
時
代
で
あ

っ
た
よ

う
だ
。

｜
｜

何
故
か
？
｜
｜

そ
れ
は

、
私
の
高

々
テ
ニ
ス

部
三
年
間
の
中
で

、

最
も

強
い
時
期

で
あ
っ
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

神
戸
島

田
組
、
塚
越
・
堤
組
、
佐
藤

・

伊

藤
組
の
先
輩
は

、

団
体
戦
に
お
い
て
、
イ
ン
タ

ー

ハ
イ
と
団

体
の
出
場
権
を
礎
得
し
た
の
で
あ

λ
ω。当

時
の
テ
ニ
ス
部
は

、

高
崎
城
祉
跡
の
市
営

コ
l

卜
（
六
面
）
を
放
課
後
の
各
高
校
が
一
面

ず
つ
使
用
し
て
い
た
。

高
工
、
高
商
、
県
女
、

市
女
そ
し
て
高
々
。

放
課
後
の
べ
ル
が
鳴
る
と

同
時
に
、

自
転
車
に
乗
り
、

一
目
散
に
市
営
コ

ー
ト

へ
向
う

。
二
年
生
、
三
年
生
が
来
る
前
に
、

コ
l

卜
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
を
撤
き

、

重
い
ロ
ー
ラ
ー
を
引
き
、

ブ
ラ

ノ

久

雄

（印
回

シ
を
か
け

、
水
で
溶
い
た
石
灰

で
白
線
を
引
く
。

ネ
y

卜

を
張
っ
て
出
来
上
り
だ
。

こ
ん
な
単
純
な
作
業
を
毎
日
続
け
る
の
だ
が
、

当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
何
の
路
踏
も
な
い
。

む

し
ろ
、

他
の
高
校
よ
り
も
早
く
、
約
附
胞
に
仕
上

げ
る
こ
と
に
夢
中
に
な
れ
る
の
だ
か
ら
、
学
生

時
代
は
良
い
も
の
、
だ。

治
い
チ
l

ム
の
持
つ
勢
い
は

、

レ
ギ
ュ
ラ
ー

の
み
な
ら
ず
、
我
々
下
級
生
に
も
自
ず
と
伝
わ

っ
て
く
る
も
の
で
あ
る

。

俺
の
先
輩
は
強
い
と
い
う
意
識
が
あ
る
か
ら

、

市
営
コ
l

ト

で
も
必
が
高
い
。

同
級
生
同
志
な

ら
ば
、

他
校
の
連
中
か
ら

一
目
置
か
れ
て
い
る

、

と
い
う
自
惚
れ
さ
え
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

裏
が
え
せ
ば
、
そ
の
時
期
が
最
も
得
意
で
あ
っ

た
時
期
に
繋
が
る
の
だ
か
ら
他
愛
無
い
も
の
で

あ
る
。

し
か
し
ス
ポ
ー
ツ
に
あ

っ
て
は
、
あ
る



コb;三
月

卒
業
し
て
か
ら

二
十
五
年

。

「
現
役
時
代
の
思
い
出
」
を
と

、

原
稿
の
依
頼

が
あ
っ
た
と
き
は

、
時
の
流
れ
の
却
さ
に

思
わ

ず
圧
倒
さ
れ
、
部
ら
い
で
き
た
記
憶
を
思
い
起

こ
し
な
が
ら
ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。

高
々
伝

統
の
「
少
数
料
鋭
」
「
文
武
両
道
」

の
主
義
、
精
神
は
テ
ニ
ス

部
と
て
同
じ
。

毎
年

極
の
自
惚
れ
と
勢
い
は
両
者

一
体
で
は
な
か
ろ

う
か
。

あ
ま
り

謙
鹿
で
あ

っ
た
り
、
静
か
な
チ

ー

ム
で
、
強
い
チ
l

ム
を

知
ら
な
い

。

同
級
生
同
志
の
仲
間
意
識
、

友
情
、
そ
し
で

同
じ

部
活
の
連
帯
感
と
い
っ

た
も
の
も

、
こ

の

時
期
に
育
ま
れ
る

の
だ
と

思
う
。

炎
天
下
で
一
汁ま
み
れ
に
な
る
練
習
が
技
術
と

体
力
と
精
神
を
つ

く
る
と
い
う
考
え
方
に
異
論

は
な
い
が
、
我
々
が
経
備
し
た
コ
ー

ト
で
練
習

す
る

先
輩
を
見
て
球
拾
い
す
る
の
も

、

青
年
時

代
の
精
神
を

桝
築
す
る

一
要
因
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
な
い
。

今
、

振
り
返
っ
て
見
て

、

ど
ん
な

他
愛
無
い

こ
と
で
も
、
青
年
の
充
実
感
は
、
そ
の
環
境
の

中
に
ド
y

プ
リ

と
身
を

浸
し
て

い
る
時
に
の
み

味
わ
う
こ
と
の
で
き
る

立
重
な
も
の
で
あ
る
と

、

つ
く
つ
く

思
う
o

ち
な
み
に

、

私
の
テ
ニ
ス
歴
で
は

、

二
年
生

の
時
に
伊
藤
先
輩

（前
衛
）
と
組
ん
で
、
関
東

大
会
出
場
が
最
高
の
成
績
で
あ

っ
た
。
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体轡翠

国
体
で
有
終
の
美

大

(7）第 11 号

沢

宏

（臼
回
）

J毎

入
学
時
に
ぎ
や
か
な
部
室
も
夏
が
過
ぎ
る
と

一

年
生
の
大
半
は
消
え
、
結

局
部
全
体
の

H

戦
士
吋

は
毎
年
十
数
人
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
た

。

当
時
、
高
崎
市
内
の
公
立
高

校
は
満
足
な
自

前
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

が
な
く
、
城
内
の
市
営
コ

ー
ト

（現
在
は
駐
車
場
）
を

使

っ
て
連
日
練
習

に
励
ん
で
い
ま
し
た

。

わ
れ
わ
れ
の
隣
り
の
コ

l

卜
は
良
き
ラ
イ
バ

ル
で
あ
り
、
練
習
内
容
が
さ
す
が
に
厳
し
い
高

商
。

常
に
多
数
の
部
員
を
悼
附
し
て
お
り
、
少
数

精
鋭
で
自
主
性
尊
重
の
わ
が
校
と
は
対
照
的
で

し
た
。

軟
式
テ
ニ
ス
は

、
前
衛
と

後
衛
の
二
人
が
ぺ

ア
を
組
ん
で
戦
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
が
、
三
年
間

私
の
前
術
、
即
ち

H

女
房
役
’
を

務
め
て
く
れ

た
の
は

下
山

（現
前
高
教
諭
）
で
す
。

先
輩
ら

も

少
し
は

μ

気
骨
の
あ
る

連
中
’
と
見
込
ん
で

く
れ
た
の
で
し
ょ

う
か

、

よ
く

面
倒
を
み
て
く

れ
ま
し
た
し

、

わ
れ
わ
れ
も
そ
れ
に
こ
た
え
よ

う
と

紘
一
我夢
中
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

お
陰
で

一
年
生
の
秋
に
は
、
円
十
く
も県
の
大

会

（高
崎
経
大
杯
）
に
優
勝
す
る
な
ど
デ
ビ
ュ

ー

は
訓
と
華
々
し
く

、
以
後
関
東
大
会
、
イ
ン

タ

ー

ハ
イ
に

二
年
連
続
し

て
県
代
表
と
し
て

出

場
。

し
か
も

、

三
年
夏
の
国
体
予
選
を
勝
ち

抜

き

、
軟
に
山
口

県
で
行
わ
れ
た
本
番
で
は
ベ
ス

ト

8

入
り
を
果
た
し
て

H

有
終
の
美
d
を

飾
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

高
々
か
ら
の

団
体
出
場
は
先
輩
ぺ
ア
の
遠
藤

・

鈴
木
組
に
続
い
て
二
年
連
続
の
快
挙

、

テ
ニ

ス
の
伝
統
校
と
し
て
の
高
々
の
名
声
を
大
い
に

は
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
陥

し
む
ら
く

は
、

「
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
団

体
戦
出
場
」
を
あ

と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
逃
し
、
悲
願
を
果
た
せ
な

か
っ
た
こ

と
で
す
が

、

高
々
テ
ニ
ス

史
上
の

一

ペ
ー
ジ
を
飾
れ
た
も
の
と
、
誇
り
に
思

っ
て
い

る
次
第
で
す
。

こ
う
し
た
成
績
が
残
せ
た
の
も
先
輩
諸
土
の

応
援
の
た
ま
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

O
B

で

新
任
教
師
と
し
て

救
出
に
立
っ
た
ば
か
り

の
峰

先
生
は

、

部
員
と
の

練
習
に

加
わ
る
な
ど
フ
レ

ッ
シ
ュ
な

刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

亡
く

な

っ

た
須
藤
さ
ん
を
は
じ
め
、
勝
俣
、
塚
越

、

飯
塚
、
伊
藤
、
島
田
ら

諸
先
訟
に
は
、
遠
征
伐

用
の
捻
出
な
ど
物
心
両
面

に
わ
た
り
援
助
し
て

い
た
だ
き

、

紙
上
を
借
り
て
改
め
て
お
礼
を
申

し

上
げ
ま
す
。

ま
た

、
活
動
が
や
や
鈍
か
っ
た
O
B

会
も

u
h復
活
J
。

現
在
も
サ
ン

デ
ー
テ
ニ
ス
を
楽
し

み
、

H

原
稿
よ
り

健
康
吋
に
い
そ
し
ん
で

い
る

私
と
し
て
は

心
強
い
限
り
で
す
。

今
年
も

O
B

会
に
出
席
、

「
翠
部
」
を
高
ら
か
に
うた
い
、

そ
し
て

美
樹
に
酔
う
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
軟
式
テ
ニ
ス
は
競
伎
人
口
が
上
位

に
ラ

ン
ク

さ
れ
る
ほ
ど
の
国
民
的
ス
ポ
ー

ツ
な

の
で
す
が
、
肝
球

、

サ
y

カ
ー
な
ど
マ
ス
コ
ミ

受
け
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に

比
べ
る
と
ど
う
し
て
も

地
味
に

映
り
が
ち
で
す
。

マ
ス
コ
ミ

に
働
く

一

人
と
し
て
い
つ
も
歯
が
ゆ
く
思

っ
て

い
る
わ
け

で
す
が

、

テ
レ
ビ
や

新
聞
の
活
用
を
「
戦
略
」

と
し
て
も

っ

と
隙
筏
的
に
取
り
入
れ

る
よ
う

、

関
係
者
に
今
後
と
も

働
き

か
け
て
い

く
考
え
で

－

。

J9
 秋

庭
界
に
も
ビ
y

グ
ニ
ュ
ー

ス
は
あ
り
ま
す

。

来
年
北
京
で
聞
か
れ
る
ア
シ
ア
大
会
の
公

開
競

伎
に
軟
式
テ
ニ
ス
が
決
ま
り

、

そ
の
次
の
大
会

で
は
正
式
値
目
に
入
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

現
役
諸
君
に
新
た
な
目
傑
が
出
来
た
わ
け

で
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

。

~ 
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ス
ポ
ー
ツ
の
紳大

塚

育

こ
の
た
び
高
崎
高
校
体
育
会
O
B

会
よ
り

、

高
校
時
代
の
ク
ラ
ブ
生
活
に
つ
い
て
一
筆
書
く

よ
う
に
と
の
こ
と
で

、

畿
を
と
ら
せ
て
頂
き
ま

司

O

」。
，

小
生
が
昭
和
五
十

一
年
に
卒
業
し
て
か
ら
早

十
三
年
が
過
ぎ
、
時
代
も
昭
和
か
ら
平
成
へ
と

移
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
高
校
時
代
は

軟
式
庭
球
部
の
一
員
と
し
て
三
年
聞
を
過
ご
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
思
い
出
と
い
い
ま
す
と
、

や
は
り
多
く
の
諸
先
輩
、
同
僚

、

後
輩
と
知
り

合
う
場
を
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
現
在
の
世
の
中
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
う
す
く
な
り
殺
伐
と
し
て
き
た
こ
と
を

思
う
と
尚

一
層
、
あ
の
頃
が
懐
か
し
く
思
わ
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。
高
校
時

代
は
人
間
形
成
上
、

非
常
に
大
切
な
時
間
で
あ
り
、
そ
の
時
期
を
と

く
に
高
崎
高
校
と
い
う
進
学
校
で
あ
り
な
が
ら

自
由
な
校
風
に
恵
ま
れ
た
高
校
で
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
現
在
の
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

部
活
を
通
し
て

同
じ
釜
の
飯
を
喰
い
、
試
合
で
勝
つ
て
は
共
に

喜
び
、
負
け
て
は
共
に
悲
し
み
、
そ
の
中
か
ら

人
を
思
い
や
る
こ
と
を
学
ぶ
、
こ
れ
に
優
る
も

の
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

。

椛
か
に
現
役
時
代

に
は
精
神
的
幼
さ
か
ら
、
な
か
な
か
人
を
思
い

や
る
こ
と
が

統
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
が
現

在
、
医
療
を
携
わ
る
も
の
の
一
人
と
し
て
忠
者

体密翠

敏

彦
（百
四
）

さ
ん
の
身
に
な

っ
て
診
療
を
行
う
上
で
少
な
か

ら
ず
と
も
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
す
。
受
験
戦
争
と
し

て
は
私
の
頃
も

問
機
か

そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
近
年

で
は
受
験
と
学
校
生
活
と
が
分
離
さ
れ
る
傾
向

に
あ
り
、
受
験
最
重
視
の
風
潮
が
強
く
部
活
は

学
業
の
弊
害
で
あ
る
と
い
っ
た
感
じ
ま
で
見
受

け
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
し
ま

っ
た
印
象

さ
え
う
け
ま
す

。

最
近
、
新
聞
で
テ
ィ
ー

ン
エ

イ
ジ
ャ
ー
の
い
ろ
い
ろ
な
記
事
が
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
が
個
性
が
な
く
、
個
々
の
判
断
が
で
き

な
く
な
っ
た
若
い
人
が
増
え
て
き
た
感
が
あ
り

ま
す
。

現
在
、
十
代
の
若
い
人
と
大
学
で
授
業

の
他
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
つ
き
あ
い
が
あ
り
ま
す

が
、
医
学
部
と
い
う
本
来
個
性
の

強
い
人
間
が

集
ま
る
中
で
六
十
数
名
の
大
所
帯
の
ク
ラ
ブ
で

す
が
、
年
々
個
性
的
な
人
聞
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
今
ま
で
運
動
は
お
ろ
か
友
達
と

協

同
し
て
な
に
か
を
や
る
、
さ
ら
に
率
先
し
て
や

る
と
い
っ
た
人

間

（
あ
る
意
味
で
は
自
分
さ
え

良
け
れ
ば
い
い
と
い

っ
た
人
が
多
い

）
が
少
な

く

な

っ
て
き
て

い
ま
す
。

我
が
高
崎
高
校
の
後

識
に
望
む
こ
と
は

、

高
校
時
代
と
い
う
か
け
が

え
の
な
い
時
代
に
多
く
の
仲

間
と
同

じ
目
標
に

向
か

っ
て
精
進
す
る
こ
と
で

、

そ
の
時
に

迎

解
で
き
な
く
て
も

後
で
プ
ラ
ス
に
で
き
る
と

い

っ

た
そ
ん
な
高
校
の

ク
ラ
ブ
生
活
を
ぜ
ひ
送

つ

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す

。

昨
聞
か
に
運
動
部

で
す
か
ら
勝
ち
と
い
う
結
果
は
大
切

で
す

、

し

か
し
運
動
部
で
あ
る
以
上
レ
ギ

ュ
ラ
ー
が
い
て

そ
の
陰
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
い
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

自

分
の
活
闘
の
陰
に

他
の
人
の
援
助
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、
で
き
れ
ば
人
の
術
み
を
わ
か
れ
る

人
に
な

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

部
活
で
知

り
合
え
る
人
は
な
に
も
の
に
も
代
え
鋭
い
財
産

な
の
で
す
。

高
校
時
代
の
思
い
出
と
思
い
ま
し
た
が
、
最

近
感
じ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
と
ま
ら
な
い
文

章
で
は
あ
り
ま
す
が
容
か
せ
て
項
き
ま
し
た
。

尚
、
高
校
時
代
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
諸
氏
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昭
和
臼
年

1
平
成
元
年
一

一
高
々
運
動
部
活
動
状
況
一

一O
軟
式
庭
球
部
一

一

イ
／
夕
｜
ハ
イ
予
選

一

一

（個
人
）

一
・
織
茂

・
富
田
組
ベ
ス
ト
同

一

一

（団
体
）

一

一
・

高
々

1

1

2

高
商
ベ
ス
ト
同

一

一

新
人
大
会

一

一

（個
人
）

一
・阿
部
冨
深
組
ベ
ス
ト

4

一

一
・
新
井
富
田
組

ベ
ス
ト
同

一

一

（団
体
）

一
・
高
々

3
1
0

高
北

（2
回
戦
ニ

一
・
高
々

3
0

沼
田

（3
回
戦
）
一

一
・

高
々

2

1

1

高
商

（4
回
戦
二

一
・

高
々

1
1
2

良
二
ベ
ス

ト

4

一

一
県
総
体

一

一

（個
人
）

一
、

・

阿
部
・

冨
滞
組
ベ
ス

ト

8

一

一
・
怖
旧

・
砂
賀
組

ベ
ス
ト
同

一

一

（団
体

）

一
・

高
々

3
1
0

渋
工

（2
回
戦
二

一
・
高
々

2
｜
o

g
岡
（

3
回
戦
）
一

一
・
高
々

1

1

2

桐
工

ベ
ス
ト

8

一

一

第
詑
回
水
川
会
凶
毛
高
校
初
待
大
会

一

一
・
阿
部

・
富
津
組
優
勝

一

一
全
国
選
抜
大
会
予
選

一

一
・

高
々

3

｜

O

桐
工

（2
阿
似
二

一
・
高
々

2
1
0

太
工

（3
凶
似
二

一
・
高
々

1
1
2

前
商

ベ
ス
ト

4

一

一

関
東
大
会

一
・

阿
部

・
日
深
川
組

ベ
ス
ト
ロ

一

一
・

仰
凶
・

砂
口
組

（2
凶
戦

）
一

「
’1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

し



新
し
い
伝
統

サ
ッ
カ
ー
部

加
藤

智
貴

:::t>: 
同

A
7年
度
の
サ
y

カ
l

部
の
戦
績
を
挙
げ
ま
す

と
新
人
大
会
三
位
、
総

体
ベ
ス
ト
8

、

イ
ン
タ

ー
ハ
イ
、
ベ
ス
ト
8

、

と
高
々
サ

ッ
カ

ー
部
最

盛
期
と
比
べ
る
と
ち
ょ
っ
と

物
足
り
な
い
成
績

で
あ
り

、

ベ
ス
ト

8

、

ベ
ス
ト
4

の
壁
を
打
ち

破
れ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
り
ます
。

新
人
戦
で
は
ひ
さ
び
さ
に
育

英
に
勝
ち
準
決

勝
に
進
出
し
た
わ
け
で
す
が
、

ひ
さ
し
ぶ
り
の

ベ
ス
ト
4

と
い
う
事
で
、
選
手
の
聞
で
「
も
う

充
分
だ
」
と
い
う
変
な
満
足
感
が
生
ま
れ
て
し

ま
い

、

3

対
O

と
い
う
思
わ
ぬ
大
差
で
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
総

体
で
も
実
力
で
は
五
分
五

分
ぐ
ら
い
の

利
根
商
と
3

対
O

と
い
う

、

思
っ

て
も
み
な

い
敗
戦
で
し
た
。

イ

ン
タ

ー

ハ
イ
予

選
も
同
じ
く
準
々
決
勝
で
藤
附
に
善
戦
し
た
も

の
の
ラ
ス

ト

五
分
で
得
点
さ
れ
、

－

対
O

で
負

け
る
な
ど
ど
う
し
て
も
ベ
ス
ト

4

、

ベ
ス
ト
8

の
壁
が
破
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
以
前
の
高
々
サ

y

カ

l

部
と
今
の
サ
ッ
カ
ー
部

で
は
ど
こ
が
違

う
の
か
と
考
え
る
と
勿
論
技
術
的
な
事
も
あ
り

ま
す
が

、

精
神
的
な
面
の
違
い
が

大
き
い
と
思

い
ま
す
。

以
前
の
｛
口内
々
で
し
た
ら
、
他
校
か
ら

見
れ
ば
、
高
々
l

強
い
と
思
わ
れ

て
い
た
と
思

い
ま
す
が
こ
こ

一、

二
年
で
は
そ
の
イ
メ
ー

ジ

が
こ
わ
れ
つ
つ
あ
り

、

選
手
一
人

一
人
の
意
識

も
だ
い
ぶ
速
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

以
前
の
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高
々
で
し
た
ら
ベ
ス
ト

8

、

4

で
は

、

い
つ
も

の
事
で
、
逆
に
く
や
し
い
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で

あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら

言
え
る
事
は
、

勝
つ
事
は
大
切
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
伝
統
も

生
ま
れ

、

選
手

一
人

一
人
の
自
党
も
う
ま
れ
る

と
い
う
事
で
す
。

そ
し

て
伝
統
と
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、

過
去
の
栄
光
に
居
座
っ
て

い
て
は
前

進
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
今
か

ら
自
分
遠
の
手
で
勝
利
を
勝
ち
取
り
、
新
し
い

伝
統
と
い
う
も
の
を
我
々
の
手
で
つ
く
っ
て
い

き

た
い
と
思
い
ま

す
。

真
夏
の
勝
利
へ
向
か
っ
て

応
援

音R
黒
谷

智
治

我
々
は
大
切
な
充
電

期
間
で
あ
る
三
学
期
を
、

も
ち
ろ
ん

我
々
に

も
非

は
あ
る
の
だ
が
あ
ら
ぬ

疑
い
で
郎
活
動
停
止
と

い
う

処
分
を
受
け
、

一

時
は
翠
術
祭
の
定
例
で
あ
る
「
リ
ー

ダ
ー

公
開

祭
」
も
ど
う
な
る
事
か
と
団
員

一
同
不
安
が
募

る

一
方
だ
。

だ
が

、

今
年
も

、

な
ん
と

か
、
や

っ
と

の
こ
と
で

一
応
の
成
功
を

収
め
た
。

現
在
は
間
近
に
迫
り
つ
つ
あ
る

夏
の
高
校
野

球
応
援
に
向
け
団
員
一
丸
と
な

っ

て
練
習
に
心

血
を
注
い
で
い
る
。

第

一
戦
は
高
々
の
模
綴
試

験
と
重
な
っ
て
、

一
般
生
徒
は
不
運
に
も
応
媛

に
向
か
う
事
は
で
き
な
い
。

そ
の
分
も
、
応
援

の
精
鋭
集
団
で
あ
る
我
々
が
頑
張
ろ
う
と
考
え

て
い
る

。

我
々
は
「
勝
つ
」
よ
り
も
「
勝
た
せ
る
」
を

目
的
と
し
て
い
る

。

そ
し
て
白
分
達

三
年
生
は

こ
の
野
球
応
扱
が
最
後
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い

う
事
で
、
受
験
勉
強
の
最
中
、

そ
の
情
熱
の
大

半
を
練
習
に

傾
け
て
き
た

。

そ
し
て
そ
の
目

的

の
た
め
に
連
日

過
酷
な

練
習
を
柏
み
重
ね

、

あ

る

面
で
は
選
手
迷
よ
り
も
苦
し
い
状
境
に
耐
え

得
る
精
神
力
を
今
、
発
仰
す
る
日
が
や
っ
て
来

る
。練

習
に
対
す
る
真
面
目
さ
と
根
性
と
、
そ
し

て
勝
利
に
導
く
の
は
我
々
だ
と
い
う
信
念
と
団

結
力
を
持
っ
て

、

古川
々
全
体
を
ま
と
め
上
げ

、

リ
ー
ダ
ー

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う

。

そ
し
て
皆
で
観
戦
し
応
援
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
勝
利
の
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
を

川
味
わう
た

め
、
高
々
の
O
B

も
在
校
生
も

一
丸
と
な

っ
て

欲
し
い
。

今
年
こ
そ
は
皆
で

甲
子
園
に
行
こ
う
で
は
な

い
カ
。空

手
に
懸
け
た
三
年
間

空
手
道
部並

木

弘

毅

部
に
な

っ
て
ま
だ

庇

史
の
浅
い
空
手
道
部
も

部
員

A

一｜

名
以
上
の
部

活
に
な
り
ま
し
た

。

我
が
校
で

一
番
伝
統

の
あ

る
建
物
で
あ
る
講

堂
を
使
い

、

毎
日
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

自
分
迷
の
代

に
な
っ
た

時
、
顧
問
の
鹿
肝
先
生

が
転
任
に
な
り

、

技
術
面
で
の

指
導
者
が
い
な

く
な
っ

た

の
で
い
ハ
卜
・一年
夏
よ
り
身

学
館
の
鉛

長
に
指
導
を
お
願
い
し
て
頑
張

っ

て
き
ま
し
た
。

夏
合
宿
や
夏
則
の
集
中
核
古
を
経
て
十
月
の

定
期
戦
に
は
必
勝
を
期
し
て
臨
み
ま
し
た
が
、

試
合
の
二
目
前
に
主
将
で
あ
る

自
分
が
骨
折
し

て
し
ま
い

3
2

で
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。

本
来
な
ら

一
番
働
か
な
く
て
は

い
け
な
い
自
分

が
出
場
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
部
員
全
員
に

迷
惑
を
か
け
て

し
ま
い
ま
し
た

。

1

月
に
は
高
崎
市
民
大
会
も
あ
り
ま
し

た
。

自
分
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
団
体
組
手

が

←位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初

め
て
の
公
式
な

試
合
に
し
て
は
ま
あ

ま
あ
だ

っ

た
と
思
い
ま
す
。

新
人
戦
不
参
加

の
た
め
初
め
て
の
県
の
大
会

に
な

っ

た
総
体
で
は
思
う
よ
う
な

成
紡
が
あ
げ

ら
れ
ず
残
念
で
し
た
。

同
体
組
手
は

、

一
一
凶
戦

の
桐
生
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

こ
の
あ
と

桐
生
は

」
e

一位
に
な
り
ま
し
た
が
桐
生
に
勝
っ
て

い
れ
ば
自
分
違
も
ベ
ス
ト

4

は
い
け
た
と

思
い

ま
す
。

ま
た

、
個
人
組
手
は
自
分
が

－

一回
戦
で

優
勝
し
た
選
手
に
負
け
た
の
を
は
じ
め

、

皆
わ

し
い

勝
負
を
の
が
し
て
し
ま
い
ま
し
た

。

別
主

将
の
片
山

が
け
が
で
攻
懲
が
で
き

’な
か
っ
た
の

が
か
わ

い
そ
う
で
し
た
。

口
惜
し
さ
を

胸
に
臨
ん
だ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
で
は
、
団
体
組
手
で
ベ
ス
ト
8

に
な

っ
た
ほ

か
初
め
て
試
合
に
出
し
た

ε

一年
生
が
ベ
ス
ト

凶

に
残
り

、

実
り

の
多
い
大
会
と
な
り
ま
し
た

。

倒
人
型
で
八
位
に
な
っ
た
者
も
い
ま
し
た
。

自
分
違
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
を
も

っ
て
引

退
と
な
り
ま
し
た
が

、
次
代
の
後
輩
迷
が
必
ず

し日
川崎
高
等
学
校
空
手
道
部
の
名
を
k

げ
て
く
れ

る
も
の
と

陥
信
し
て
お
り
ま
す
。

川
付
忍
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育

宮
井

理

裕

軟
式
庭
球
部

体系議

我
が
高
崎
高
校
軟
庭

部
の
最
大
の
敵
は
「
冬
」

と
「
甘
さ
」
で
あ
る
。

自
分
遠
の
代
が
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
今
、
強
く

感
じ
る
事
が
こ
れ
で
あ

る
、

思
え
ば
我
々
の
代
の
始
ま
り
、
夏
休
み
の

頃
は
、
先
生
の
指
導
の
お
か
げ
も
あ

っ
て
か
、

皆
練
習
に
励
ん
で
い
た
。

そ
の
結
果
、
新
人
戦

で
は
団
体
入
賞
、
個
人
で
も
一
チ
ー
ム
ベ

ス
ト

4

に
く
い
こ
む
等
、
努
力
に
見
合
っ
た
成
績
を

お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た

。

が
、
し
か
し
、
問
題
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。

先
生
は
こ
こ
で
、
あ
え

て
生
徒
を
突
き
放
す
格

好
で
我
々
部
員
の
チ

ー

ム
と
し
て
の
団
結
力
、

来
シ
ー
ズ
ン
へ

向
け

て
の
意
気
を
試
さ
れ
た

が
、
私
を
初
め
と
す
る
部
員
は
、
先
生
の
期
待

翠

に
答
え
ず
、
日

が
短
く
な
る
に
つ
れ
、

で
の
練
習
よ
り
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
多
く
な
る
と

部
員
の
出
席
撃
が
怒
く
な
り

、

こ
こ
で

私
が
引

き
締
め
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ

た
の
だ
が
、
私

は
彼
等
を
の
う
の
う
と
さ
せ
て
し
ま

っ

て
い
た
。

先
生
も
半
ば
あ
き
れ
て
し
ま

っ
て
、
嫌
恕
な

ム
l

ド

で
む
か
え
た
次
シ
ー

ズ
ン
の

成
績
は
不

本
意

’な
も
の
だ

っ
た
。

結
局
我
々
の
代
は
H

尻

切
れ
ト

ン
ボ
H
で
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ

る
。

こ
こ
に
我
々
の
勝
負
に
対
し
て
の
「
甘
さ
」、

こ
と
に
冬
の
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
の
ラ
ン
ニ
ン

グ

に
対
し
て
の

い
い
か
げ
ん
さ
が
顕
著
に
現
わ

れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
、
部
員
を
ま
と

め
引

っ
張
っ
て
行
く

力
の
乏
し
か

っ
た
私
の
責
任
な

の
だ
が

、
や
は

り
部
員
も
、
た
だ
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
の
で

は
な
く
て
、
比
自
の
た
め
に
、
チ
ー
ム
の
た
め
に

役
立
つ
事
を
進
ん
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て

皆
一
致
団
結
し
プ
レ
ー
す
る
者
も
応
援
す
る
者

も
チ

ー

ム

一
丸
と
な

っ

て
大
会
に
臨
み

、

栄
冠

を

勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い
。

H

俺
は
強
い
ん
だ
H
と
い

う
自
信
は
大

切
だ

が
自
分
に
甘
く
な
っ

て
は
い
け
な
い
、
も
う
少

し
自
分
に
厳
し
く
し
で
、
着
実
に
か
つ
て
の

H

黄
金
時
代
H
復
活
の
道
を
歩
ん
で
行
っ

て
ほ
し

い
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

コ

我
が
田1

崎
『百3

校
水

部盗
ロμ

水

〉永
美

川

高
広

最
近
、
高
々
水
泳
部

は
、
各
大
会
に
お
い
て

決
勝
に
は
出

る
の
だ
が

、

あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で

入
賞
を
逃
す
者
が
多
か

っ
た
。

現
在
、
他
校
と

比
較
し
て
練
習
時
間
が
短
い
と
忠
わ
れ
る
我
が

水
泳
部
に
と
っ
て
、
好
成
績
を
上
げ
る
こ
と
は

残
念
な
が
ら
難
し
い
状
態
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
の
新
人
戦
で
は
、
個
人
・
リ

レ
ー
と
も
に
好
成
績
だ

っ
た
。

そ
れ
か
ら

我
々

は
、
毎
年
目
標
と
し

て

い
る

「
関
東
大会
出
場
」

を
今
年
こ
そ
は
と
い
う
気
持
ち
で
練
習
を
や

っ

て
き
た
。
そ
し
て
今
年
、

個
人
三
種
目
と
四
O

O
メ

ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
、
念
願

の
関
東
大
会
に

出
場
出
来
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

関
東
大
会
で

は
古川
々
水
泳
部
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う

に
頑
張

っ
て
来
よ
う
と
思
う
。

我
々
三
年
生
に
と
っ

て
関
東
大
会
の
予
選
会

で
、

二
年
生
に
引
き
継
い
だ
わ
け
だ

が
、
こ
れ

か
ら
行
わ
れ
る
総
体

（兼
学
校
対
抗
）
や
新
人

戦
で
昨
年
を
上
回
る
成
紡
を
残
し
て
ほ
し
い
と

思
う
。

そ
し
て
文
、
来
年
も
今
年
以

上
に
関
東

大
会
に
多
く
の
選
手
を
出
し
て

、

部
全
体
を
向

上
さ
せ
る
よ
う
に
顧
問
の
富
田
裕

二
先
生
、
川

間
仁
先
生
の
御
指
導
の
下
で
頑
張

っ
て
ほ
し
い

ト
」
岡
山
）‘
フ
。

定
期
戦
に
向
け
て

道

音日

柔

丸

橋

伸

行

今
年

の
メ
ン

バ
ー
は

昨
年
の
よ
う
な

優
秀
な

先
輩
方
が
引
退
し
て
し

ま

わ
れ
た
の
で
や
や

力

不
足
と
な
る
と
思
わ
れ

ま

し
た
が
、
新

一
年
生

に
、

実
力
の
あ

る
者
や
、
初
心
者
な
が
ら
将
来

有
望
と
思
わ
れ
る
者
が
多
く
入
部
し
て
来
ま
し

た
の
で
、
昨
年
と
同
じ
か

、

そ
れ
以
上
に
実
力

を
も
っ
た
チ

l

ム
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

。

練
習
に
お
い
て
も
去
年
と
は
違
い
さ
ら
に
充

実
し
た

内
容
と
な
り
ま
し
た
が

、
全
員
が
新
部

長
の
も
と
で

一
致
団
結
し
て
、
こ
れ
に

一
所
懸

命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
我
が
高
々
柔
道
部
は
対
前
高
定
期
戦

に
お
い
て
、
顧
問
の
寺
町
先
生
の
指
示
の
も
と

で
作
戦
通
り
に
試
合
を
進
め
見
事
に
強
敵
前

高

を
破
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
定
期
戦

に
お
い
て
、
前
高
は
去
年
の
残
敗
を
念
頭
に
置

き

、
打
倒
高
々
を
目
標
と
し
て
さ
ら
な
る
練
習

に
取
り
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

が
、
し

か
し
高
々
も

そ
れ

に
負
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
こ
れ
か
ら
の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
の
定

期
戦
に
お
い
て

少
し
で
も
母
校
に
貢
献
す
る
よ
う
、
ま
た
今
ま

で
の
先
輩
方
の
努
力
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

も
、

前
高
に
勝
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。



敗
戦
、
そ
し
て
得
た
も
の

硬
式
テ
ニ
ス
部

細
谷

直
人

コ~
同

我
々
三
年
生
の
最
後

の
大
会
で
あ
る
総
体
、

そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

予
選
ま
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。

つ
い
に
我
々

の
代
は
胸
を
張
っ

て
先

輩
達
へ
言
え
る
よ
う
な
成
績
を
、
何
も
残
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
：
：

：
。

我
々
の
時
の

部
員
は
入
部
し
た
当
時
、
先
輩

遠
か
ら
出
来
が
い
い
と
言
わ
れ
、
得
意
に
な

っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し

、

初
め
て
の
大
会
で
あ

る

一
年
生
大
会
で
残
し
た
成
績
と
い
え
ば

、

ベ

ス
ト

ロ
に
た
っ
た
三
人
と
い
う
始
末
。

こ
ん
な

は
ず
は
な
い
、
と
臨
ん
だ
総
体
の
地
区
予
選
で

は
、
ブ
ロ
y

ク
決
勝
に
残
っ
た
ぺ
ア
が

一
つ
だ

け
。

統
く
新
人
戦
で
は
シ
ン
グ
ル
は
勝

っ
た
方

で
も
四
回
戦
敗
退

、

ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
者
が
日
程
を
間
違
え
て
不
戦
敗

、

団
体
戦
で
も
二
回
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

更
に
春
に
な
っ

て
総
体
の
地
区
予
選
の
シ
ン
グ

ル
で
ブ
ロ
y

ク
決
勝
に
三
人
進
ん
で
お
き
な
が

ら
こ
と
ご
と
く
敗
れ

、

総
体
の
団
体
で
は
、
二

回
戦
で
桐
高
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

本
当

に
今
思
い
起
こ

し
て
も
情
け
な
い
成
績
で
す
。

何
故
こ
ん
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
練
習
の
せ
い
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い

っ

て
我
々
は
練
習
を

し
て
い
な
か

っ

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
場

も
し

っ

か
り
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

慈
か
っ
た

体系議翠第 11 号(15) 

の
は
方
法
な
の
で
す
。

い
く
ら
時
間
を
か
け
て

も
方
法
が
悪
け
れ
ば
効
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
の
事
に
気
付
い
た
の
は

三
年
の
春
で

し
た
。

も
う
遅
す
ぎ
た
の
で
す
。

し
か
し
我
々
は
勝
つ
た
め
だ
け
に
川
わ
れ
て

い
る
と
、
特
に
テ
ニ
ス
の
よ
う
な
個
人
競
技
で

は
失
い
が
ち
な
も
の
を
最
後
ま
で
持
ち
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
部
と
し
て
の
連

帯
感
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
よ
う

で
は
甘
い
、
と
先
輩
達
は
笑
う
か
も

知
れ
ま
せ

ん
。
た
し
か
に
我
々
は
勝
利
と
い
う
も
の
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か

し
我
々
は
最
も
大
切
な
も
の
を
手
に
入
れ
た
の

で
す
。

助
け
合
う
心
、
そ
し
て
友
情
を
。

ま
と
ま
り
の
大
切
さ

J¥ 

レ

l

部
町
田

記

寛

バ
レ

ー
と
い

h7

ス
ポ

ー
ツ
は
、
個
人
個
人
が

小
般
で
あ
っ
て
も
、
ま

と
ま
り
さ
え
す
れ
ば
、

想
像
以
上
の
強
さ
を
生

じ
ま
す
。

試
合
の
流
れ

を
つ
か
む
こ
と
が
容
易
と
な
る
か
ら
で
す
。

練

習
時
聞
が
少
な
い
僕
達
が
こ
の
ま
と
ま
り
を
得

る

こ
と
は
困
難
な
事
で
し
た
。

こ
れ
に

欠
け
た

た
め
に

、
勝
て
る
試
合
を
落
と
し
た
こ

と

も
あ

り
ま
す
。

し
か
し

、

み
ん
な
が

一
丸
と
な
っ
た

時
は

、

強
豪
チ
l

ム
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
ほ

と
の
チ
ー

ム
に
も
成
り
得
た
の
で
す
。

今
年
の
チ
ー
ム
の
戦
績
は
決
し
て
惑
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

秋
季
大
会
は

、

高

高
に
と
っ
て
久
々
の
ベ
ス
ト

4

、
新
人
大
会
ベ

ス
ト

8

、
県
総
体
ベ
ス
ト
8

、

そ
し
て
僕
遥
三

年
生
最
後
の
大
会
と
な

っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
で
は
、
強
豪
古岡
崎
商
業
を
破
り
、
再
び
ベ
ス

ト

4

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
成
績
で
満
足
し
て
は
い
け

な
い
の
で
あ

っ

て
後
輩
に
は
も
っ
と
上
を
狙
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
パ
レ
l

部
に
も

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
来
た
立
派
な
伝
統
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
後
輩
に
は
期
待
し
て
い
ま

す
。

が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

。

そ
れ

で
僕
が
望
む
こ
と
は
、
ま
と
ま
り
で
す
。

個
人

個
人
の
技
術
の
向
上
よ
り
も
ま
ず
ま
と
ま

っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
優
勝
争

い
に
加
わ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
し

ょ
う

。

彼
ら
な
ら
き

っ

と
期
待
に
答
え
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
先
輩
方
の

良
き
御
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

♀ 

弓

道

と弓

道
中

曾 部
根

貞
明

今
年
は
や
っ
と
念
願

の
道
場
が
建
て
ら
れ

、

心
は
す
で
に
全
国
大
会

f

と
い
う
と
こ
ろ
で
す

が
、
実
力
が
と
も
な
わ

な
い
の
が
現
状
で
す
。

と
い
う
の
も

、

弓
道
場
に
は
屋
恨
が
な
い
、
と

言
っ
て
し
ま

っ

て
は
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
や
は

り
、
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
こ
の
ご
ろ

一
人

一

人
の
自
覚
と
い
う
も
の
が
な
く
な

っ
て
い
る
の

は
確
か
で
す
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
全
て
が
全
て
、
自
覚
の

な
い
部
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々

弓
道
部
は
、
「
や
る
気
」
と
い
う
も
の
を
待
ち

合
わ
せ
さ
え
す
れ
ば
、
ど
ん
な
運
動
部
に
も
負

け
な
い
練
習
時
間
と
熱
気
が
実
力
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
実
際

、

部
員
は
皆
確

実
に
カ
は
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

初
め
に
道
場
に
屋
根
が
な
い
た
め
の
弱
み
は

他
に
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
以
前
ま
で
は
、

市
営
の
城
南
弓
道
場
で

一
般
の
先
生
方
と
共
に

練
習
に
励
ん
で
い
た
の
で
、

一
般
の
方
々
の

教

え
と
い
う
も
の
が
あ
り

、

他
の
校
に
は
な
い
、

有
利
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
教
え
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
今
、
な
ん
と
か
対
策
を
考

え
て
い
ま
す

。

そ
し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
屋
恨

の
な
い
道
場
の
最
大
の
弱
点
は

、

「
練
習
の
成

非
は
天
候
の
思
う
が
ま
ま
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

風
が
少
し
強
く
ふ
け
ば
、
も
う
大
変
と
い
う
あ

り
さ
ま
、
ま
し
て
雨
な
ど
降
ろ
う
も
の
な
ら
、

も
う
道
場
を
退
却
せ
ざ
る
を
え
な
い

。

特
に
梅

雨
時
は

一
週
間
も
二
週
間
も
弓
の
引
け
な
い
時

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
は

、

も
う
学

校
側
に
屋
恨
を
取
り
つ
け
さ
せ
る
し
か
な
い

。

そ
し
て
そ
う

さ

せ
る
に
は
何
と
し
て
も
大
会
で

好
成
績
を
残
す
し
か
な
い
、
と
い
う
考
え
に
到

達
し
ま

し
た
。
今
こ
れ
が
最
大
の
目
的
で
す
。

最
後
に

一
つ
、

弓
道
は

「道
」
で
す
。

も
し

こ
の
道
に
反
す
れ
ば
、

弓
は
そ
の
道
を
閉
ざ
し

て
し
ま
う

。

し
か
し
、
道
を
自
覚
し
、
精
神
を

鍛
練
し
た
と
き
、
道
は
己
ず
と
そ
の
道
を
聞
き

広
げ
て
行
く
こ
と
で
し

ょ
う

。
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頑張ってます

その 3現役の抱負

先輩、

コ！.，
同

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

体

上
原

由

充

轡

こ
の
2

年
間
、
我
が

パ
ス
ケ
y

卜
部
の
成
績

は
あ
ま
り
思
わ
し
く
な

い
。
八
十
七
年
に
関
東

大
会
に
出
場
し
て
以
来

、

県
で
ベ
ス
ト

8

に
も
入

れ
な
い
と
い
う
状
態
が
つP

つ
い
て
い
る
。

そ
し
て

今
年
の
五
月
の
県

総
体
で
も
、
ベ
ス
ト

刊
に
は

勝
ち
残
っ
た
の
だ
が、

力
及
ば
ず
、

ベ
ス
ト

8

の
壁
を
破
る
こ
と
は
、
と
う
と
う
で
き
な
かっ

た
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
、

心
の
底
か
ら
痛
感
し
た
の
は
、

チ
ー
ム
の
各
人
の

個
人
の
力
の
な
さ
、
つ
ま
り
、

一
人
一
人
が
、
あ
る
程
度
自
分
一
人
で
プ
レ
イ

を
す
る

、

と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
、
そ
れ
故

に
フ
ォ
l

メ

l

シ
ョ
ン
に
ば
か
り
た
よ
り
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
輩
方
が

翠

つ
く
り
上
げ
て
き
た
フ
オ
｜
メ
l

シ
ヨ
ン
は
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
だ
が

、

そ
れ

ば
か
り
に
た
よ
っ
て
い
て
は
い
け
な
く

、

そ
れ

を
基
鍛
と
し
て
、
自
分
遠
の
プ
レ
イ
と
い
う
も

の
を
創
造
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う

。

こ
の
「
創
造
力
」
が
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル

で
は
と
く
に
重
要
で
は
な
い
か
と
僕
は
思
う。

僕
迷
と
共
に
練
習
し
、
共
に
試
合
を
し
、
共

に
勝
っ

た
喜
び
ゃ
負
け
た
く
や
し
さ
を
味
わ

っ

て
き
た
後
難
途
に
は
、
こ
う
い
う
点
を
よ
く
考

え
、
よ
り

一
一
層
練
習
に
は
げ
み
、
高
崎
高
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
伝
統
の
復
活
を
目
棋
と

し
て
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い

。

勝
利
を
目
指
し
て

陸

音R

上
佐
伯

和

彦

陸
上
競
技
は
、
個
人

競
技
で
あ
り
、
自
ら
の

カ
を
信
じ
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

が
、
練
習
の

附
は
迷
い
ま
す
。

部
員

内
で
刺
激
し
合
い
、
気

持
ち
を
感
り
上
げ
、
自
ら
を
追
い
込
ん
で
い
く

の
で
す
。

例
え
ば
、

三
O
O
M
走
る
者
が
い
れ
ば

、

皆

で
励
ま
し
合
い
、
四
O
O
M
走
っ
て

い
る
者
の

姿
を
見
て
、
共
感
を
党
え
自
分
も
い

っ
し
ょ
に

走
り
た
く
な
り
ダ
ッ
シ

ュ
の
数
を

一
本
増
や
し

て
み
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
厳
し
い
練
習
も
、
よ
り
楽
し
く
行

い
、
時
に
は
冗
談
も
飛
び
交
い
ま
す。
友
達
と

の
会
話
な
ど
か
ら
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
ム

l

ド

を
作
り

、

適
度
の
緊
張
感
を
も
っ

て
、
試
合
に

望
め
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

。

こ
れ
は
、
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

又
、
そ
れ
が
で
き

る
の
が
、
高
々
陸
上
部
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
成
果
が
あ
っ

て
か
、
今
年
の
総
体
で
は

四
O
O
M
R

で
好
記
録
の
三
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た

。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
を
か

け
た
北
関
東
大
会
で
は
、
無
念
の
バ
ト
ン
パ
ス

失
敗
で
し
た
。
く

や
し
さ
は
隠
し
切
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
我
々

三
年
生
に
残
さ
れ
た

唯
一
の

大
会
で
あ
る
学
校
対
抗
に

、

こ
の
く
や
し
さ
、

又
、
昨
年
惜
し
く
も

一
部
昇
格
を
逃
が
し
た
く

や
し
さ
を
ぶ
つ
け
、
今
年
は
、
優
勝
で

一
部
昇

格
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

瞬
に
か
け
る

卓

音E

4中
小

T
+
LF 

牧
野

寛

平
成
元
年
県
総
体
は

団
体
戦
ベ
ス
ト

刊
と
い

う
、
不
本
意
な
成
総
に

終
わ
っ
た
。

ま
た
個
人

戦
で
は
、
ベ
ス
ト

8

は

確
実
と
忠
わ
れ
て
い
た

選
手
が
ベ
ス
ト
凶
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

こ
れ
ら
の
敗
因
は
練
習
不
足
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

一
つ
に
勝
負
に
か

け
る

H

集
中
力
H
の
不
足
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と

思
う
。

試
合
は
も
ち
ろ
ん
練
習
に
し
て
も
、

一
個
の
白
球
に
ど
れ
だ
け
集
中
で
き
る
か
に
よ

っ

て
結
果
は
ま
る
で
ち
が
ッ
て
く
る
。

卓
球
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
個
人
競
技
で
あ
る
た
め
、
散

に
も
た
よ
る
わ
け
も
い
か
ず
、
自
分
だ
け
が
頼

み
の
綱
と
い
う
わ
け
で、

相
当
の
プ
レ
γ

シ
ヤ

ー
が
か
か
る
。

そ
ん
な

中

で
の
一
番
の
敵
は
自

分
自
身
で
あ
る
。

そ
の
自
分
に
勝
っ

て
始
め
て

本
当
の
敵
に
勝
て
る
の
で
あ
る
。

日
々
そ
の
為

の
練
習
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が

、

負
け

は
負
け
で
あ
る
。

ま
た

心
を
新
た
に
練
習
に
励

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

昨
年
九
月
の
新
人
戦
で
は
団
体
で
ベ
ス
ト

8
、

個
人
で
も
ベ
ス
ト

8

と
い
う
ま
ず
ま
ず
の
成
総

で
、
幸
先
の
よ
い
ス
タ

ー

ト
を
き

っ
た
が
、
そ

れ
か
ら
ど
う
も
の
び
な
い

。

そ
の
よ
う
な
現
状

を
打
破
す
べ
く
、
練
習
試
合
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
と
り
い
れ
た

。

そ
の
結
果
得
た
も
の
は
大
き

か
っ
た
。

ベ
ス
ト
4

の
常
連
で
あ
る
中
之
条
に

核
戦
の
結
果

、

勝
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
部

員
に
ベ
ス
ト
4

へ
の
則
望
を
も
た
せ

、

こ
れ
ま

で
以
上
に
部
活
に
熱
が
入
っ
た
。

事
実
だ
れ
も

が
ベ
ス
ト
4

へ
の
道
が

一
歩
近
づ
い
た
と
思
っ

た
。

し
か
し
そ
う
そ
う
則
待
通
り
に
な
る
わ
け

も
な
く
、
ベ
ス
ト

4

ど
こ
ろ
か
ベ
ス
ト

8

ま
で

も
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
部

員

一
丸
と
な

っ

て
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
た
と
僕
は

自
負
し
て
い
る

。

こ
れ
か
ら
は
気
力
、
体
力
と
も
に
充
実
さ
せ

後
輩
諸
君
に
は
よ
り

一
層
の
努
力
を
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

? 
? 



関
東
大
会
を
目
指
し
て

ス
キ

l

部
平

野

俊

哉

コ~
同

我
々
ス
キ
l

部
の
活

動
は
、
も
ち
ろ
ん
冬
で

あ
る
。
夏
や
他
の
季
節

も
い
ろ
い
ろ
活
動
す
る

が
、
メ
イ
ン

は
や
は
り

冬
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

三
年
は
翠
向
日
山
祭
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
引
退
し

、

主

力
は
、

一、

二
年
で
あ
る
。

僕
た
ち
三
年
は
、
目
標
を

H

関
東
大
会
出
場
仰

と
し
、
目
標
を
達
成
す
べ
く
冬
合
宿
も
行
い
、

希
望
と
ち
ょ

っ
ぴ
り
の
自
信
を
持
っ

て
関
東
予

選
に
臨
ん
だ
。

し
か
し
結
果
は

、

と
て
も
満
足

で
き
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
今
年
は
、
実
力

の
あ
る
選
手
が
多
数
い
た
だ
け
に
と
て
も
残
念

だ
。

体轡翠

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
、
県
新
人
戦
、
県
春

季

大
会
や

一
般
の
大
会
な
と
で
上
位
進
出
も
あ

る

の
で
、
こ
れ
か

ら
の
ス
キ

l

部
に
期
待
を
し
て

ほ
し
い
と
思
う

。

私
事
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
私
も

H

競
技
ス

キ
l
H

に
あ
こ
が
れ
、
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
て
き

た
。
み
ん
な
も
そ
う
で
あ
る
と
思
う
。
し

か
し
、

自
分
違
が
あ
ま
り
活
践
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

分
後
輩
達
に
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

そ
う

し
て
、
高
崎
高
校
ス
キ
l

部
の
伝
統
を
築
き
あ

げ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

第 11 号
) 
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を
練
る

剣

道

音Ej胤

繁

我
々
剣
道
部
は

、

県

ベ
ス
ト
4

を
目
ぎ
し

、

毎
日
練
習
に
は
げ
ん
で

き
た
。

練
習
は
短
い
時

間
で
、
集
中
的
な
練
習
、

密
度
の
高
い
練
習
と
い

う
よ
う
な
方
法
を
と

っ

て
い
る
。

ま
た

、
去
年

か
ら
新
し
い
コ

l

チ
が
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
我
々
の
練
習
は
よ
り
い
っ

そ
う
気
迫
が
こ

も
る
よ
う
に
な

っ

て
き
た
。

今
、
剣
道
は
ス
ポ
ー
ツ
化
し
、
真
の
武
道
と

し
て
の
道
が
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
る

。

武
道
と
は

自
ら
の

H

気
H

を
練
り

、

己
の
精
神
状
態
を
極

限
に
ま
で
高
め
る
も
の
で
あ
る

。

そ
の
昔

、

宮

本
武
蔵
は
、
飛
ぶ
鳥
を
気
合

一
喝
で
落
と
し
た

と
い
う

。

我
々
は
、
そ
の
武
道

の
真
髄
を
目
ざ

し
、
常
に
自
分
の

M

気
H

を
繰
る
と
い
う
心
構

え
で
生
活
し
て
い
る
。

そ
の
成
果
に
よ
り

、
我

々
は
、
目
先
の
勝
敗
な
ど
に
は
こ
だ
わ
ら
ぬ

、

泰
然
自
若
た
る
心
境
に
ま
で
到
達
し
た
。

総
体
は
、
二
回
戦
で
負
け
は
し
た
が
、
こ
の

不
動
の
精
神
力
は
こ
れ
か
ら
の
我
々
の
生
活
を

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
確
信
す

る
も
の
で
あ
る
。

。

ナ古

軟る
式り
野~

丸球 可
山同

好
.6.. 
-z:;;; 哲

夫

我
々
の
同
好
会
は

、

六
十
三
年
の
夏
に
初
め

て
高
体
連
の
大
会
に
出

場
し
、
長
年
の
先
輩
遠

の
甜
ず
で
あっ
た
公
式
戦

一
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

こ
の
夢
が
実
現
さ
れ
る
ま
で
に

は
、
数
々

の
努
力
や
苦
労
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
他

校
と
の
試
合
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
チ
ー

ム
に
は

顧
問
の
先
生
も
な
く
、
専
ら
社
会
人
と
の
試
合

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
約

一
年
間
の

学
校
側
と
の
交
渉
の
結
果

、
軟
式
野
球
同
好
会

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
我
々
は
、

そ
の

H

先
駆
者
H
と
し
て
立
ち
上
が

っ

た
の
で
す
。

顧
問
に
は
染
谷
先
生

（現
在
僚
名
高
校

）
と
い

う
す
ば
ら
し
い
先
生
が
つ
き
ま
し
た

。

先
生
は

部
資
も
交
通
白
も
な
い
僕
速
を
い
ろ
い

ろ
な

而

か
ら
支
え
て
く
れ
、
毎
日

一
緒
に
汗
を
流
し
、

公
式
戦

一
勝
を
誰
よ
り
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
協
力
も
あ

っ
て
現
在
我
々
は
、

県
の
優
勝
候
補
の

一
つ
と
し
て
、
新
聞
な
と
に

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

練
習
は
週
三
回
、
市
に
河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド

を
か
り
で
、

主
に
H

野
球
を
楽
し
む

H
と
い
う

観
点
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
ボ
｜
ル

・

バ

y

卜
な
ど
は
、
お
金
を
出
し
合

っ

て
購
入
し
て

い
ま
す
。

現
在
会
員
四
十
六
人

、
こ

の
全
員
が
、

同
好
会
か
ら
部
へ
の
昇
格
を
強
く
願
い
、
少
し

で
も
よ
い
成
績
を
あ
げ
よ
う
と
必
死
に
練
習
し

て
い
ま
す
。

又
、
今
年
か
ら

、

定
期
戦
に
お
い

て
も
、
軟
式
野
球
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
点
で
も
燃
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
軟
式
野
球
同
好
会
の
歴
史
が

、

築

か
れ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
我
々
会
員
は
、
そ

の
先
駆
者
と
し
て

、

そ
の
日
以
望
を必
く
願
っ
て

い
ま
す
。
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育

山
引
役
川
代に
全
国
大
会
へ
出
場
し
た

メ
ン
ハ

ー
を

中
心
に
、

パ
レ
l

部
の
行
手
O

B

で
、
昭

利
ぃ
ハ
十
年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
惣
椛
ク
ラ
フ
で

す
。

明
午州
問川ク
ラ
フ
は

、

「’日
分
述
で
体
を
動
か
し

、

ま
だ
プ
レ
ー
を
続
け
て
ハ
レ
ボ
｜
ル
を
楽
し

も
う
己
「
後
輩
達
と

一
諸
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
川
－
勺
か
の
ハ
y

ク
ア

y

フ
を
し
て

い

こ
う

4
と
い
う

i

旨
で
結
成
さ
れ
ま
し
た

。

そ

し
て

、
引
在
県
内

で
行
わ
れ
て
い

る

六
人
制
の

－

一
つ
の
大
会

、

全
H

本
ク
ラ
ブ
カ
y

フ

引
千
選

手
依
大
会
県
y
r

選
・

国
体
予
選

－

m
総
合
選
F

作
大
会
に
川
以
し
て

治
叫
し
て

い
ま
す
じ

そ
の
小
で
も

、

全
日
本

ク
ラ
ブ
カ
y

フ
山

F

十

選
干
怜
大
会
へ
は

、

今
年
度
も
Aパ
め
問
午
辿
統

山
川
け

の
山
川
川
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

こ
の
大

会
に
出
均
し
て
最
も

印
象

に
残
っ

て
い
る
の

は
、

初
山
場
を
果
し
た
昭

和
六
十

一
年
度

の
大
会
で

す
。

こ
の
前
年
皮
に
チ
l

ム
が
結
成
さ
れ

、
県

予
選
初
山
山
川
・

初
川
民
間
仰
を
狙
っ
て
大
会
に

山
み

ま
し
た
が
、
決
勝
で
桐
商
ク
ラ

ブ
に
破
れ
て
二

位
に
廿
ん
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の

午
、

「
全

凶
大
会
山
川
」
と

い
う
合
言
必
の
も
と

、

チ
ー

ム
は

一
丸
と
な
り

、
決
勝
で
前
年
度
同
級
制
崩

体轡翠第 11 対
) 

ハ
叫υ

( 

「
翠
極
ク
ラ
ブ

活
躍
中
L

ク
ラ
ブ
と

対
戦
し
ま
し
た
が

、

終
始
リ
l

ド

を

似
ち
2
0

で
圧
勝
。

前
年
度
の
借
り
を
返
し

て

初
優
勝
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

八
月

、

全
日
本
ク
ラ
ブ
カ
y

プ
男
子
選
手
椛

大
会
は
奈
良
県
で

開
催
さ
れ
ま
し
た

。

叫
仙
川
将
で

体
育
館
の
中
が
茶
し
風
呂
の
よ
う
で

、
開
会
式

に
参
加
し
た
だ
け
で
ユ
ニ
フ
ォ

ー

ム
が
げ
で
び

っ
し

ょ

り
に
な

っ
た

の
に
は
飽
き
ま
し
た

。

予

選
グ
ル
ー
プ
戦
で
優
勝
候
補
の

一
角
、
東
京
教

日
以
（点
’
川小
代
表
）
と

対
戦
、
0
1
2

で
敗
れ
ま

し
た
が

、
山
国
ク
ラ
ブ

（山
U
代
表
）
を
2

｜

O

で
似
り
、
決
勝
卜
l

ナ
メ
ノ
ト
へ
駒
を
進
め

ま
し
た
。

抽
選
に
よ
っ
て

、

一
回
戦
は
不
戦
勝

、

一川
似

で
前
年
度
こ
の
大
会
で

上
位
に
逃
川
し

て

い
る
’
川
似
ク
ラ
ブ

、

こ
こ
に

勝
ち

進
む
と

・

川
戦
は
，
ナ
選
グ
ル
ー
プ

似
の
と
き
に
力
を

山
す

以
前
に
や
ら
れ
て
し
ま

っ
た

以
店
数
日μ
と

対
戦

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

川

び
点
点
数
以
と

刈
似
で
き
る

チ
刊
ン
ス
が
川
川ら
れ

、

メ
ン
バ
ー

全
日
はが
以

IH
川
の
組
合
せ
と
燃
え
ま
し
た
c

作
伏々
惣
除
ク

ラ
フ
の

持
ち

味
は
、
と
に
か
く

ボ
l

ル
を

コ
l

卜
に
訴
さ
な

い
粘
り
強
い
レ
ン

｜
フ
が
身
上

。

同
エ
ー
ス

が

一
七
O
m
と
一
七

A

一
m
と
い
う
小
さ
さ

で
す
が
ス
ピ
i

ト
と
テ
ク

ニ
y

ク
は
依
昨
で
多
彩
な
コ
ン
ビ
不
｜
シ

ョ

ン

バ
レ
ー

で
攻
情
す
る
の
が
制
定
。

し
か
も

一
人

一
人
が
個
性
豊
か
で

の
び
の
び
と

プ
レ
ー
し
て

い
る
チ
ー
ム
な

の
で
す
。

M
M
Wの
小
、
，
品川似
ク
ラ
フ
と
の

ぷ
人
けが
始
ま

り
ま
し
た
が

、

さ
す
が
に

J

位
に
逃
山
し
た

山

ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

O
B

会
｜

行
。
一
川
戦
と
は
全
く

述
っ

た
パ
タ
ー

ン
で
攻

め
て
き
ま

し
た
。

一
七
y

ト
目
を
お
と
し
、
二

七
y

卜

H

は
接
戦
の
末
取
り
返
し

、

い
よ
い
よ

三
七
y

卜
回

。

こ
の
と
き

他
の
二
コ
l

卜
は
す

で
に
試
合
が
終
り

、

残
っ
て
い
る
の
は

我
々
の

コ
ー

ト
だ
け
で
し
た
。

で
も
会

以
は
ー以
し
く
な

る
と
こ
ろ
か

他
の
チ
ー
ム

の
選
手
や
役
μ

の
税

引
制が
集
ま
り

、

熱
気
を
侍
び
て
き
た
の
で
す
。

御
台
の

出
来
上
が
っ
た
コ

｜
卜
に
気
分
を
良
く

し
た

我
々
は

、

拾
っ

て
は
古
来
日
十
い
攻
常で
切
り

返
し
コ
ー
ト
の
小
を
縦
的
無
川
川
、
にじ北
り
川
り
’

防

似
ク
ラ
ブ
を

制
非
。

U
以
後
は
小
さ
な
エ
l

ス
が

ラ
イ
ト
か
ら
ス
パ
イ
ク
を

決
め
て
勝
利
を
つ
か

み
ま
し
た
。

こ
の
瞬
間
、
会
場
が
杭
か
い
拍
手

で
包
ま
れ

ま
し
た

。

必
死
に
闘
っ
た
両
チ
ー
ム

へ
の
心
の
こ
も
っ
た
拍
手
で
し
た
。

本
当
に
熔

し
く

、
心
の
中
に
グ

y

と
く
る
も

の
が
あ
る
よ

う
な
感
動
で
し
た
。

翌
日

、

宿
敵
東
京
教
員
と

一
時
間
以
上
の
試

合
を
展
開
し
ま
し
た
が

、

東
京
教
員
の
高
さ
に

は
勝
て
ず

、

翠
岱
バ
レ
ー

を
随
所
に
発
却
し
た

も
の
の

、

玉
砕
し
た
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

大
会
が
終
了
し
て、

全
国
の
パ
レ

ー

ポ
ー
ラ

ー
と
親
睦
が
深
め
ら

れ
、

役
員
の
方
々
の
思
い

や
り
を
感
じ

、
本
当
に
有
意
義
な
大
会
だ
っ
た

と
メ
ン
バ
ー

全
員
が

思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の

、

こ
の
大
会
だ
け
は

何
と
し
て
も

県
予
選
を
笑
似
し
て
出
均
し
よ
う
と
ハ

y

ス
ル

し

て

い
る
わ
け
で
す
。

チ
ー
ム

結
成
当
時
の
メ
ン
バ
ー
も
年
齢
と
共

に
次
第
に

動
き
が
に
ぶ
く
な
り
、
年
々
優
勝
す

る

の
が
燥
し
く
な
っ
て
き
つ
つ
あ
っ

た

の
で
す

が
、

今
年
は
一利
似
力

、

か
加
わ
り

新
し
い
胤
が
入
り

込
ん
で
チ
ー
ム

の
中
に
爪
気
が
で
で
き
て
い
ま
す
。

本
当
に
ハ

レ

l

ボ
l

ル
を
愛
す
る

仲
間

で
ま

た

～
祁
に
同
じ

H

棋
に
向

っ
て
努
力
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
素
川
ら
し
い
こ
と
だ

と

也
い

ま
す

。
一日
川々

時
代
、
年
代
は
削
れ
て
い

て
も

同
じ
コ

ー
ト
で
糾
問
し
た
先
輩

・

後
輩
が

チ
｜
ム
メ
イ
卜
と
な

っ

て
翠
総
を
胸
に
つ
け
て

全
国
大
会
で

活
叫
で
き
る
古
び
。

さ
ら
に
、
ハ

レ

i

ボ
l

ル
を

通
じ
て
つ
く
ら
れ
た
素
時
ら
し

い
人
間
関
係
に
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

明
ヰ
締
ク
ラ
フ
は、

さ
ら
に
前

進
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て

い
き
た

い
と

思
い
ま
す
。

ま
た

、

八
上
回
へ出
均
す
る
メ
ン
バ
ー
の
力
を

、
現
役
の

選
手
速
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

そ

し
て

、
同

び
守川
崎
高
校
パ
レ
｜
部
が

、

全
国
大

会
と
い
う
ト
人
初
台
で
大
法
れ
し
て
く

れ
る
こ
と

を
則
伯
し
て
い
ま
す
。
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凶

第
五
回
翠
密
体
育
会

一コ
ル

…7
…
…太
一会
…
…

卓
球
部

初
優
勝

第
五
回
翠
岱
ゴ
ル
フ
大
会
が
月
夜
野
カ
ン

ト
リ
ー

で
十
月
六
日

（木
）催
さ
れ
ま
し
た

。

当
日
は
あ
い
に
く
の
霧
の
為
午
前
七
時
ま
で
、

関
越
道
の
赤
城
｜
沼
田
問
が
閉
鎖
さ
れ
、
到

着
の
遅
れ
た
人
が
続
出
し
ま
し
た

。

コ
ー
ス
も
霧
の
為
と

、
日

没
ま
で
全
員
プ

レ
ー
の
修
了
は
無
理
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
ー

フ
で
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た

。

結
果
は
、
常
勝

の
柔
道
部
に
変
わ
っ

て
、
卓
球
部
が
恨
岸

・

山
口
さ
ん
等
の
活
仰

で
初
仮
勝
し
ま
し
た
。

柔
道
部
は
低
調
で
四
位
で
し
た
。

個
人
で
は
野
球
部
の
小
林
均
さ
ん
が
優
勝
。

ベ
ス
グ
ロ
は
卓
球
部
の
恨
山
さ
ん
で
し
た
。

第
五
回
翠
轡
体
育
会
ゴ
ル
フ
大
会

（月
夜
野
カ
ン
ト
リ
ー

）

昭
和
六
十
三
年
十
月
六
日

（木
）

マ
団
体
戦

①
卓
球
部
グ
ロ
ス
ト
ー
タ
ル

②
野
球
部

③
サ
y

カ
l

部

イシ

八八七
Im 0 凹

今

平
成
元
年
度

現
況
報
告

マ
個
人
戦

①
小
林
均

（野
球
）

②
本
多
餓

（野
球
）

③
版
原
陸
男

（柔
道
）

マ
ベ
ス
ト

・

グ
ロ
ス

①
恨
岸
博

昭

（尚
十
球）

①
山
口
正
敏

（卓
球
）

42 38 

の

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

j畢

武
男

日
回
）

清
水
貞
保
先
生
の
祝
賀
会
を
開
く

パ
ス
ケ
y

卜
部
の
恩
師
、
清
水
貞
保
先
生
の

喜
寿
及
び
県
功
労
賞
受
賞
祝
賀
会
が
平
成
元
年

一
月

二
十
八
日

（土
）
高
高
同
窓
会
終
了
後

、

高
崎

、

ヒ
ユ
｜
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
五
O

余
名
の
O
B

諸
兄
が
集
ま
り
消
水
先
生

の
長
寿

と
受
賞
を
お

祝
い
し
ま
し
た

。

当
日
は
、
O
B

諸
兄
の
中

に
は
県
外
か
ら
駆

け
付
け
た
人
や
卒
業
後
二
0
1
三
O
年
ぶ
り
に

再
会
し
た
人

、

又
、
先
生
が
相
変
わ
ら
ず
の
ポ

テ
頭
で
若
々
し
さ
を
保
っ

て
い
ら

れ
る

た
め
と

ち
ら
が
先
生
だ
か
判
ら
な
く
な
っ
た
人

・

等
、
た
く
さ
ん
の

懐
か
し
い
教
え
子
に
固
ま
れ

記
念
品
贈
呈
の
際
に
は
先
生
が
感

極
ま
り
思
わ

ず
流
涙
さ
れ
る

一
場
面
も
あ
り
感

動
の
集
ま
り

で
し
た
。

消
水
先
生
／

『
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
お
丈

夫
で
い
て
下
さ
い
』
そ

れ
が
我
々
の
喜
び
と
似

い
で
す
か
ら
。

サ
ッ
カ
ー

部

清
野

哲
雄

九
回
）

「
群
馬
リ1
グ
二
部
昇
格
／
」

近
年
の
サ
ッ

カ
ー
の
変
貌
に
は
著
し
い
も
の

が
あ
り
、
我
々
O
B

も
こ

の
械
の
中
船
に
釆
っ

て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
由
縁
が
あ
り
ま
す
。

現
役
サ
y

カ

｜
部
へ
の
指
，
導
と
支
援、
そ
し

て

O
B

会
チ
ー

ム
「
懇
溜
サ
y

カ
｜
ク
ラ
ブ
」
の

堅
持
と
会
員
相
互
親
睦
が
、
常
に
最
大
テl
マ

だ
か
ら
で
す
。

翠
轡
ク
ラ
ブ
は
、
群
馬
県
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
ク

三
部
に
登
録
し
て
十
七
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

今
季
よ
り
四
部
制
導
入
と
い
う
厳
し
い
状
況
の

中
、
前
会
長
五
十
期
国
峯
善
次
郎
氏
、
会
長
五

十
八
期
佐
藤

義
夫
氏
の
も
と

、
永
年
に
E
る
会

員
の
御
尽
力
に
よ
り

、
見
事
念
願
の
三
部
リ
ー

グ
優
勝
を
成
し
、
来
季
二
郎
リ
ー

グ
へ
の
昇
格

を
決
定
致
し
ま
し
た

。
一
重
に
会
員
の
み
な
ら

ず
、
学
校
・

翠
滋
体
育
会

・

顧
問
・

関
係
諸
兄

．

現
役
の
御
助
力
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
O
B

会
は
第
三
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

成
功
し
、
恒
例
の
初
蹴
会
、
新
年
会
、
納
涼
会

な
ど
の
事
業
を
開
催
し
、
そ
の
他
新
し
い
活
動

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

特
に
新
年
会
に
は
、
会

a

J吋
3
1
3
u



川μ
の
家
族
を

川
き

、

一
祁
に
新
作
の
似
を
山
び

合
う
よ
う
に

始
め

・
－

一年
日

を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

会
員
の

み
な
ら
ず

、

家
族

・

家
出
の

御
狸
併
と
御
助
力
そ
し
て
税
陸
が

、

縦
陥
奥
へ

と
増
々
広
が
っ
て
米
て
い
ま
す
。

き
っ
と
サ
y

カ
l

郎
O
B

会
が

、

素
川
ら
し

い
「
幹
」
の
会
と
な
る
係
に
と
切
に
倣
っ
て
い

z
、

－

。

宇
多

・

1
J

}\ 

レ

吉日F差

安
中

65 
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育

し
ば
ら
く
集
ま
り
の
な
か

っ
た
O
B

会
が

、

今
年
は
バ
レ
l

郎
の
合
宿
に
九
日
わ
せ

、

第
掛川会

館
で
総
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

総
会
後
は
現
役

と
の
税
誇
試
合
な
ど

で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

土
A
F
1し
h
～。

片
野
O
B

会
長
か
ら

下
村
O
B

会
長
へ
バ
ト

ン
タ

y

チ
も
な
さ
れ

、

今
後
の
O
B

会
の
出
動

に
つ
い
て

爪
発
に
訊
し
九
日

い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

作
所
似
の
終
的
、
引
役
へ
の
応
探
体
制
、
川
叫

小
の
朝
早
川
山
川
ク
ラ
ブ
へ
の
i
x
促
な
と
が
議
題
に
な

り
ま
し
た

。

O
B

会
総
会

の
定
例
化
、
引
役
へ

の
支
援
体
制
の
旅
立
、

怒
脱
会
の
附
俄
な
と

、

一
卜

村
会
長
の
も
と
に

前
動
を
出
発
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

体轡翠第 11 号
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平
成

一光
年
度
三
月
十

二
日

六
時
よ
り
目
的
似
点
打
サ
ン
ガ
ム
に
て
役

員
会

平
成
『ん
年
μ
μ

十
三
日

六
時

一O
分
よ
り
前
記
サ
ン
ガ
ム
に
て
役

日
貝
ム
広

平
成
元
年
六
月
十

一
日

前
紙
同
校

ラ
グ
ビ
ー
部
創
部
六
O
年
記
念

行
事
に
O
B

、
現
役
共
に
招
待
を
受
け
参

加
す
る
。

十
二
時
キ
y

ク
オ
フ
に
よ
り
現
役
の

試

合
終
了
後
、
O
B

二
O
歳
未
満
、
三
O
才

未
満
、
凹
O
代
以
上
の
三
試
合
を
行
い
ま

し
た
。

又
、

五
時
よ
り
前
防
備
工
会
議
所

会
館
で
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
に
当
古

川
崎
山
校

O
B

合
会
長
初
め
多
数
参
加
放
し
ま
し
た

o

w
仁
火
一．
L
ド

L

l
h

、
寸
ユ

-
h
j
jj

!
?
l 

山
引役
引

平
合
伯
激
励

（O
B

会
よ
り
伯
化

山
支
給
）

一一一一一寸

水

〉永
永
尾

俊
弘

70 
1111 

中
小
一
体
部
O
B

会
の
平
成
正
午
ば

の
川
動
状
況

そ
の

他
を
、
簡
単

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
紙

閣
を
お
削
り
し
て
仰
知
山
中

し

卜
ぃ
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
十
二
片
、
定
例
の
O
B

会
総

会
を
行
い
、
会
長
に

小
茂
出
品
（
侃
則
卒
業
）、

副
会
長
に
筆
者
（

叩
則
卒
業
）、
小
見
山
ω司

（η

則
卒
業
）
を
選
出
い
た
し
ま
し
た

。

昭
和
六
十

三
年
四
月

十
二
日

に
御
逝
去
さ
れ
た
前
O
B

会

会
長
・

タ
タ
川
吉
明
氏
と
凶
縁
浅
か
ら
ぬ
恒
例
の

コ
ル
フ
大
会
は

、
七
月
四
日
ロ
イ
ヤ
ル
オ

ー

ク

カ
ン

ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で

、

御
子
息
等
の
参

加
を

え
て

成
川
大に
行
わ
れ
ま
し
た

。

水
泳
部
も
創
部

以
来
長
い
ぼ
山
人
を
重
ね

、

O
B

た
ち
の

年
齢
的

成
も
よ
り

一
一刑
制
広

い
も
の
と
な
り
ま
し
た

。

以
前
は
、
仕
事

の
郎
AH
告
で
参
加
で
き
ず

、
年

ば
伝
説
と
化
し
て
い
た
消
先
輩
も
、
近

年
は
O

B

会
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

O
B

会
席

上
の
話
題
も
よ
り

一
一
府
豊
富
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

新
旧
O
B

問
の
連
総
を
依
と
し
、
水
泳

部
O
B

会
の
よ
り

一
m
mの
発
展
を
は
か

つ
て
ゆ

き
た
い
と
会
長
以

下

一
問
、
切
に
似

っ
て
お
り

：

一

。

ま
」
F
，

寸
ヲ

一一寸

卓

球

音日

角
居

信
久

69 
1111 

Eハ
ト球
部
O
B

会
は
刻
荘
、
山
引
役山
卜
球
部の
担

川川
を
は
じ
め
と
し
、
O
B
H
1
球
大
会
お
よ
び
紋

叩門
会
、
新
年
会
、
中
球
部

O
B

コ
ル
フ

コ
ン
ペ

、

翠
溜
体
育
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
参
加
等
の
的
動
を

行
っ
て
い

ま
す
。

翠
務
体
育
会
名
符
発
行
を
機
会
に

、
連
絡
を

怖
に
し
、
O
B

会
出
動
を
政
り
あ
げ
て
い
ま
す

。

軟
式
庭
球
部

丸
山

博

68 
l11J 

数
年
の
間
活

動
ら
し
い
活
動
を
し
て
な
か

っ

た
の
で
す
が

、

六
十
三
年
平
成

一兆
年
と

、
鼠

の
土
叫
日
の
午
後
に
現
役
と
の
交
流
テ
ニ
ス
の

会
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

夜
に
は
長
谷

川
ホ
テ
ル
で
怒
説
会
を
し
、
旧
交
を
暖
め
ま
し

た
。

出
席
は
延
五
十
名
程
で
す
が
、
在
京
の
O

B

も
か
け
つ
け
て

、
粁
人
と
の
ゲ
l

ム
を
楽
し

み
ま
し
た

。

呪
在
、
県
大
会
の
ト
し
住
者
に
粁
手
O
B

の
数

名
が
一
政
を
見
せ
て
おり
、

こ
れ
か
ら
の
活

協
が

川
刊
さ
れ
ま
す
。

勝
保
会
長
（
臼
凶
）
を

中
心
と
し
て

O
B

会

の
体
制
も
鍛
い
、
こ
れ
か
ら
も

O
B

同
士
の
交

流
と

、

現
役
の
応
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す

。

応

援

音日

丸
山

功

印
回
）

応
援
部
総
会
並
び
に
組
陸
会
を
本
年
三
月
十

八
日

（土
）
ホ
テ
ル
ス
ワ
で

行
い
ま
し
た

。

活
動
状
似
の
発
表
、
会
計
抑
止
口
の
後
、
役
日（

改
選
を
行
い
、
前
役

μ
全
日μ
留
任
、
会
長

・

丸

山

（印
川
本
十）
、
副
会
長

・

荒
木
υ
生

（印
川

店
十）
、
副
会
長

・

牧
山
賢
治

（刊
回
卒
）

、

会

計
・
斎
藤
宏
明

（印
刷
卒
）
と
な
り
ま
し
た

。

も
う
少
し
O
B

会
の
活
動
を
活
発

に
す
る
為
、

各
則
毎
の
連
総
を
’M山
に
と
り

あ
う
こ
と
を
係
認

し
ま
し
た

。

又
、
現
役
と
の
交
流
を
持
ち
た
い

と
い
う
こ
と
で

、

後
日
何
か
似
し
を
行
う
こ
と

を
雌
認
し
ま
し
た
。

総
会
後
、
怒
脱
会
に
移
り

ま
し
た

。

今
川
は
勝
井
正
弘
君

（別
判
卒
）
が

卒
業
し
た
て
の
刊
行
い
O
B

を
沢
山
参
加
さ
せ
て

く
れ
た
の
で
、
大
変
若
々
し
く
依
り

上
が
っ
た

宴
会
（
特
に

二
次
会
で
）
と
な
り
ま
し
た

。

今

後
は
応
援
部
O
B

会
も
若
手
を
中
心
に
現
役
に

近
い
年
の
人
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
な
会
に
発

展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
』
勺
れ
ま
し

た
。年

内
に
何
と
か
ゴ

ル

フ
大
会
を
催
す
予
定
で

－

。

」9
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コ＂＂同

勝
利
の
た
め
に
何
を
す
る
か

ラ
グ
ビ
ー
部

体

高

橋

哲

人

系議

現
在
、
我
が
高
崎
高

校
ラ
グ
ビ
ー

部
は
三
年

七
名
、
二
年
十
四
名
、

一
年
十
八
名
と
い
う
、

ラ
グ
ビ
ー
チ

l

ム
と
し

て
は
、
非
常
に
少
な
い

人
数
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
三
年
生

が
七
名
し
か
い
な
い
こ
と
は
、
大
き
な
ハ
ン
デ

に
な

っ

て
い
ま
す
。

し
か
し

、

練
習
内
容
の
充

実
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
各
自
の
自
党
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
努
力

に
よ
り
そ
れ
を
克
服
し
、
春
の

総
体
で
は
、
三
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
下
で
は
現
在

、

農
二
の
台
頭
が
著
し
く
、

こ
の
数
年
の
花
園
出
場
は
、
全
て
袋
二
の
も
の

と
な

っ
て
い
ま
す
。

勝
利
し
、
花
園
に
行
く
た

め
に
は
と
う
す
れ
ば
よ
い
か
？
根
性
か
？
気
迫

か
？
集
中
力
か
？
ど
れ
で
も
あ
り
ま
せ
ん

。

精

翠

神
論
で
勝
て
る
時
代
は
と
っ

く
に
終
っ
て
い
ま

す
。

根
性
で
勝
て
る
の
な
ら

、

ど
の
チ
ー

ム
も

勝
つ
自
信
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

重
要
な
の
は
、
勝
利
の
た
め
に
何
を
す
る
か

考
え
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
姿
勢
だ
と
思
い

ま
す
。

そ
の
中
で
、

一
顧問
の
先
生
や
O
B

の
方

々
の
助
言
を
受
け
、
修
整
心
で
強
く
な
っ

て
い

く
の
だ
と
思
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
菅
平
合
宿
な
ど
で
、

全
国
的
な

レ
ベ
ル
で
の
試
合
が
で
き

、

チ
ー

ム

の
力
を

伸
ば
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

秋
の
花
闘
を

賭
け
た
戦
い
ま
で
に
、
出
版二
に
食
い
さ
が
る
ほ

ど
の
カ

を
つ
け
、
花
聞
出
場
の
悲
願
を
達
成
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

革

期

変

音R

山

岳
樋
田

征
樹

現
現
在
、
山
岳
部
は
総

体
、
夏
合
宿
、
冬
合
宿

な
ど
を
中
心
に
岩
登
り

や
雪
山
も
含
め
て
年
間

十
1

二
十
回
程
度
の

山

行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

山
行
は
、
部
員
の
考
え
を
重
視
し
て

く
だ
さ
る
顧
問
の
先
生
方
の
・
お
か
げ
で
、
殆
ん

ど
が

部
員
、
が
自
分
遼
で
計
画
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
山
岳
部
が
現
在
変
革
期
に
あ
り
ま

－

。ま
ず
、
来
年
か
ら

昨
年
ま
で
参
加
し
て
い
た

高
体
連
の
リ
ー
ダ

ー

講
習
会
に
変
わ
っ
て

、

自

分
迷
だ
け
で
計
画
す
る
春
合
宿
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
残
雪
期
の
山
で
行
う
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
今
年
は
準
備
段
階

と
し
て
、
日
帰
り
で
三
回
残
雪
期
の
山
へ
出
掛

け
て
春
山
に
お
け
る
技
術
や

心
構
え
な
と
に
つ

い
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

春
合
宿
が
来
年
成

功
す
れ
ば
山
岳
部
の
活
動
が
レ

ベ
ル
ア
y

プ
し

た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

。

ま
た
、
高
校
総
体
に
対
す
る
取
り
組
み
方
も

四
年
程
前
か
ら
変
わ

っ

て
き
て
、
順
位
も
四
年

間
、
9

↓

口
↓

7

↓

8

と
入
賞
ラ
イ

ン
前
後
で

安
定
し
て
き
で
い
て

、
昨
年
は
高
々
の
運
動
部

が
不
振
の
な
か
で
山
岳
部
と
し
て
八
年
ぶ
り
に

関
東
大
会
に
出
場
を
架
た
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
あ
ま
り
な
か

っ
た
O
B

の

合
宿
な
ど
へ
の
参
加
も
卒
業
問
も
な
い

O
B

を

中
心
に
増
え
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
と
思
い
ま
す

。

卒
業
後
、
山
を
や
め
て
し

ま
う
人
が
多
い

中

で
再
び
合
宿
に
参
加
し
て
く

れ
る
人
が
い
る
こ
と
は
、
現
役
部
員
に
と
っ
て

大
変
力
強
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
点
で

山
岳
部
は
変

革
期
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
変
革
は山
岳

部
に
と
っ

て
必
ず
プ
ラ
ス
の
方
へ
働
く
も
の
で

あ
る
と
般
信
し
て
い
ま
す

。

勝
利
へ
の

球主
’L' 

野

清

塚 部

哲

也

今
年
の
春
、

一
年
生

が
十
九
人
も
入
部
し
て
、

三
年
十
六
人
、

二
年
十

三
人

、

合
計
四
十
八
人

と
い
う
大
所
帯
と
な
っ

-
FO 

ふ
／
、

し
か
し
、
成
績
は
と
言
う
と
、
秋
、
二
回
戦

、

春
は
三
回
戦
と
敗
退
し
て
し
ま

っ
た
。

一
昨
年
、
三
季
連
続
ベ
ス
ト

4

を
成
し
遂
げ

て
以
来
、
ベ
ス
ト
8

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。

な
ん
と
し
て
も
最
後
の
夏
に
ベ
ス
ト

8
、

そ
し

て
、
初
の
甲
子
園
に
行
こ
う
と

、
四
十
八
人
が

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

特
に
今
年
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
強
豪
チ
l

ム

も
な
く
、
ど
こ
の
高
校
も
甲
子
園
を
狙
え
る
状

態
に
あ
る
。

春
季
大
会
で
の
、
屈
辱
の
コ
ー
ル

ド
負
け
の
あ
と
、
各
自
が
課
題
を
持
ち

、

守
備

を
中
心
に

一
段
と
厳
し
い
練
習
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

そ
の
結
果
、
練
習
試
合
で
も
、
強
豪
と
さ
れ

て
い
る
チ

l

ム
に
勝
っ
て
き
て
い
る

。

そ
の
好

結
果
と
し
て
現
れ
て
き
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、

ま
ず
投
手
力
が
安
定
し
て
き
た
事
、
内
野
の
ミ

ス
が
な
く
な

っ

て
き
た
事
、
そ
し
て

、
勝
利
に

対
す
る
執
着
心
が
で
て
き
た
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。

も
と
も
と

、

そ
ん
な
に
力
の

あ
る

チ
l

ム
で
は

な
い
の
で
、
勝
利
に

対
す
る
執
着
心
が
な
く
な

っ

て
し
ま
え
ば
、
あ
た
り
ま
え
の
チ

l

ム
に
な

っ
て
し
ま
う

。

市
に
勝
利
へ
の
執
着
心
を
持
ち

続
け
て
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
、
甲
子
園
へ
の
道

に
つ
な
が
る
と
思
う
。

特
に
、
今
年
の
チ
l

ム
は

O
B

の
方
々
に
、

支
え
ら
れ
て
い
る

面
が
多
い
の
で

、

そ
の
思
返

し
に
も
、

初
の
甲
子
園
へ
の

切
符
を
手
に
入
れ

た
い
と
思
う
。

現
在

、

チ
l

ム
状
態
は
絶
好
調
、
あ
と
は

、

小
林
監
督
を
信
じ
、
思
い
き
り
プ
レ
ー
す
る
だ

け
、
そ
う
す
れ
ば
、

初
の
甲
子
園
が
見
え
て
く

る
だ
ろ
う
。

『
翠
駒
山
よ
山
容
け
真
夏
の
甲
子
園
に』
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前
定
期
戦

吉
岡

コ~
同

撃
HHい

イ本

快
心
の

「O
毛
そ
り
ま
す
己
の

て
百
が
高
々

生
を
発
狂
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

十

〉
一

月
五
日
の
第

四
十
三
固
定
期
戦
に
て
、

，

一我
が
高
々
は
宿
敵
前
高
を
下
し
、
見
事

討
一一
一連
敗
か
ら
脱
す
る
こ
と
に
g
h

o

t

－－
－
｜

冷
静
に
考
え
る
に
、
今
年
の
場

3
1

一合
、
例
年
通
り
の
定
期
戦
で
は
な
か
っ

仇
一た
と
思
わ
れ
る
。

何
故
か
と
言
え
ば
、

〉

一
今
年
の
定
期戦
に
は
重
大
な
責
任
が
諜

〈

一
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
資

敗
一
任
と
は

、

つ
ま
り
、

H
一－
一連
敗
阻
止
H

』E

一の
こ
と
で
あ
る

。
三
年
生
は
、
三
連
敗

配
混

一し
た
時
点
で
負
け
越
し
が
決
定
し

、

今

一
一
一
年
ま
た
負
け
た
な
ら

、

勝
ち
知
ら
ず
で

一卒
業
す
る

と

こ
ろ
で
あ
っ
た

。
（
A7
年

、

一は
勝
っ

た
が
）
も
し

、

三
連
敗
す
る
と

て
一
在
校
の
高
々
生
で
定
期
戦
で

の
勝
利
の

’E
－
一
喜
び
を
知
る
者
が
不
在
に
な
り
、
「
定

Z
4

一期
戦
な
ん
か
、
ど
う
で
も
い
い
や
J一
と

吹
一
いった
風
潮
｜
｜
｜
つ
ま
り
、
無
気
力

自
助

一な
高
々
生
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
っ

E
R

一た
の
で
あ
る
。

今
年
の
実
行
委

員
が
回
収

神
一も
苦
労
し
た
点
は
恐
ら
く
こ
の
語
気

こ
一ヵ
H

で
あ

っ
た
ろ
う
。

定
期
戦
当
日

ま

L

一で
に
、

校
内
に
・お
い
て
無
気
力

の
風
潮

々
一が
広
ま
る
こ
と
は
と
て
も
危
険
な
こ
と

r
司
一
で
あ
る
。

今
年
も
そ
う
い

っ

た
風
潮
が

富
一
回一

－
R

一確
か
に
あ
っ

た
が
、
幸
い
全
校
に
拡
大

一す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

こ
れ

が
今
年

ー
ー
」
の
勝
利
に
結
び
つ
い
た
と
思
わ
れ

る
。
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翠
轡
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発
行

翠
俗
体
育
会
事
務
局

一T
三
七
O

高
崎
市
八
千
代
町
二
｜
四
｜

一

群
馬
県
立
高
崎
高
等
学
校
内

電
話

O
二
七
三

（二
四
）
O
O
七
四

印
刷
揃
オ
ー

サ
キ

高
々
が
釆
附
の
地
に
移
転
し
て
五
十
年
目
の

メ
モ
リ

ア
ル
イ
ヤ
l

は
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
の

激
変
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

十
年
後
は
西

暦
二

0
0
0
年
、
新
た
な
世
紀
へ
向
か
う
高
々
運
動

部
の
活
脱
を

、
私
達
も
応
媛
し
た
い
も
の
で
す
。
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